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市で行っている市民相談一覧（無料）休館日や相談員の都合などにより、
休みをいただく場合があります。

法律相談【要予約】予約専用電話　☎23・4400
　木曜日・第2火曜日　市役所1階市民相談室
　※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から電
話で予約受付。相談時間は午後１時30分からでひとり
20分間。先着8人まで。時間の指定はできません。
一般相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
交通事故相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
行政相談　☎33・1131
　第2月曜日、第4火曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
司法書士相談　☎33・1131
　第1金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
土地家屋調査士相談　☎33・1131
　第3金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
不動産相談　☎33・1131
　第2・4金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
税務相談　☎33・1131
　第3月曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室

市民生活応援窓口　☎33・9254
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階市民生活応援窓口
特設人権相談　☎33・1131
　第2・3・4水曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
消費生活相談　☎33・1131
　月～金曜日　午後1時～4時
　市役所1階消費生活センター
人権相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権市民協働課相談室
児童家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階こども未来課
ひとり親家庭相談　☎33・1131
　月・木曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階こども未来課
高齢者総合相談　☎21・0294
　月～金曜日　午前9時～午後5時15分
　高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談　☎21・9871
　火曜日　午後1時30分～3時30分
　総合福祉センター
教育・幼児教育相談　☎31・4460
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　教育支援センター
　心の相談ホットライン（☎26・0005）

医療相談　☎32・5622
　月～金曜日　午前9時～午後4時　市立病院
防火相談　☎21・0119
　毎日　午前9時～午後5時　消防本部
労働相談　☎23・8689
　火～日曜日　午前9時～午後5時
　地域経済課・労働政策担当（勤労青少年ホーム内）
就労相談【要予約】　☎23・8689
　火～金曜日　午前9時～午後5時
　地域経済課・労働政策担当（勤労青少年ホーム内）
住宅相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所2階まちづくり政策課
福祉なんでも相談【要予約】☎21・0294
　第2・４金曜日 午後1時～午後3時
　地域包括支援センター
女性相談（面談は要予約）
　にんじんサロン ☎21・6500
　火～金曜日　午前10時～午後5時
　人権市民協働課 ☎33・9208
　月～金曜日　午前9時～午後5時

犯罪被害者相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室

　　　泉大津市ホームページはこちらから→

この広報紙は、再生紙を使用しています。また広報紙が届かない世帯の人は、秘書広報課へお問い合わせください。
本市の情報は、インターネットや携帯サイトからもご覧になれます。
PC　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/　　　　携帯　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/m/

市役所窓口業務は月～金曜日（土・日曜日、祝日と 12月 29日～1月 3日
の年末年始を除く）午前 8時 45分から午後 5時 15分まで行っています。

泉大津市公式 facebook ページに「いいね！」お願いします。
（アカウント名：泉大津市役所）

戦後70年～戦争の足跡～(6)青年学校①

昭和10年（1935）、青年学校令により全国に青年
学校が設立されました。青年学校は、小学校を修了し
た者を対象とした学校で、職業訓練と心身の鍛錬を目
的としました。昭和14年（1939）には、軍事教練推
進のため男子の入学が義務化され、尋常小学校卒業後
中学校などへ進学しない青年のほとんどが、ここで学
ぶことになりました。

青年学校の前身は、青年訓練所と実業補修学校で
す。青年訓練所は、16歳以上を対象とした勤労男子青
年のための訓練施設で、設立には陸軍が関与し、教練
では主に在郷軍人が指導しました。実業補修学校は小
学校教育修了者に対して補習と実業教育を行った施設
で、終了年限は3年でした。いずれの学校も、小学校に
併設されました。

泉大津の青年学校は、大正15年（1926）に大津町、
上条村、穴師村で設立された青年訓練所に端を発しま
す。昭和16年（1941）に大津町立青年学校として3訓
練所が合併し、昭和17年（1942）の市制施行により泉
大津市立青年学校が発足しました。このころ、市域にあ
った企業、寿重工業にも私立の青年学校がありました。

次回は  戦後70年～戦争の足跡～(7)をお伝えします。
実業補修学校の記事が掲載された小津小学校報（大正14年4月）

災害時などに、防災無線の内容が聞き取れなかった場合、
電話で放送内容を聞き直すことができます。

みんなでやろう、くんれんを！
（通話料無料）

市のすべての事業は、最上位計画「第４次総合計画」に基
づき実施しています。このマークは総合計画を PR するも
ので、広報紙上においても、各事業の実施によりめざすま
ちの姿を、マークとともに各ページ下部に記載します。

プールだいすき！（助松プールにて）今月の
表紙

プレミアム付商品券 引換･販売開始
10 月からマイナンバーの通知カードが届きます
来年４月から容器包装プラスチックの分別が始まります
泉北タカシマヤで泉大津フェア開催！
台湾でセーフコミュニティの先進事例を学びませんか
特集・９月９日は救急の日です 
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おの在現、合場いなきでがとこる
。すまれさ付送に所住の出届
が所住のいま住お在現と所住の票

…はき

   

 
 

　

　

　 　
　
　

　

　

　

　

 

い問おで

ど

いま住お

るな異が

   

 
 

　

　

　 　
　
　

　

　

　

　

 

でま課民市に前事、は合場いなき
鑑印、類書るす証を

どな人いないてし住居もれだに所

。すで能
お在現、合場なきでがとる

   

 
 

　

　

　 　
　
　

　

　

　

　

 

）

現実のスビーサ民市るきで感実を足満：姿すざめ

口窓番４階１所役市（課民市合問
。いさだくせわ合

きで庁来も人理代はくしも、合場るす請申が人理代ず得をむや、たま
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本市視察団が
議協ていつに流交と市スナウカ～

視

 

 

　

　

　

　

　 　
　
　　 　

　

　

　

　

　 　

へへ和和共共アアニニアアトトリトアニア共和国へ
～

書意合力協互相のめたの進促流交が所議会工商
和共アニアトリと所議会工商津大泉、は市本始開議

 

 

　

　

　

　

　 　
　
　　 　

　

　

　

　

　 　

問

へへへ！

しまし問訪をどな
月７が団察視るす
指目を進推の係関
。すまいてし進推
を館使大国和共ア
に催開の会換交見
、問訪敬表の使大

をとこだん結を書
の市スナウカ国和

訪をど 

 

　

　

　

　

　 　
　
　　 　

　

　

　

　

　 　
問訪敬表）目人５らか左列前（長市スナウカ

 

 

　

　

　

　

　 　
　
　　 　

　

　

　

　

　 　
問

画企合問た
日52らか日02
議協な的体具てし
、中なうよのこ
親と使大、し問訪
に月６年本、え加
じはを臣大副済経
スナールイメ
市同、にけかっき

 

 

　

　

　

　

　 　
　
　　 　

　

　

　

　

　 　

な

）階４所役市（課整調画
な市スナウカ国同で程日のでま
すと長団を長市、めたう行を議
関好友るならさの国同と市本
推を係関好友、どなるめ深を交親
アニアトリ日駐が長市藤伊はに
見意のと団問訪済経るすとめじ
大権全日駐国和共アニアトリ・

。すまいてめ進を流交のと市

館使大本日、長市ス 

 

　

　

　

　

　 　
　
　　 　

　

　

　

　

　 　

。たしまし認確をとこくいてめ深
今、い行を会談懇もとーバンメの」ブラク橋「
伝、慣習や化文の本日で学大の市スナウカ。た
提らか市本をどなとこう行を流交報情たい用を
ンイで間校学の市両、りたあにるめ進を流交な
今。たしまい行を議協ていつに進促流交の面化
者係関育教市スナウカめじはを頭教ネエニロト
視たし問訪を校学中スニロイマの市スナウカ

子様の察視アニアトリ  

 

　

　

　

　

　 　
　
　　 　

　

　

　

　

　 　

。

会のと）端右（長市スナウカ

画企合問。た

たしまい行を換交見意ていつに流交
産や育教と使大理代時臨中山、し問訪敬表を
ニアトリ在てに市スュニリビ都首、にらさ

を流交も後
ぶ学どな統伝
しまし案提
トッネータン
的体具の後今
文・育教と者
ペ、は団察視

スナウカ、局部育教～ 

 

　

　

　

　

　 　
　
　　 　

　

　

　

　

　 　

際

談

代時臨

国のどな業産
館使大本日アニ

 

 

　

　

　

　

　 　
　
　　 　

　

　

　

　

　 　

と

談歓とーバンメの」ブラク橋「

とこくいてし議協ていつに進促の係関好友の
も日来の長市スナウカ、え伝をとこるいてし望
係関好友るならさのと市スナウカが市本、し問
市スィテイャシヨィテマの市スナウカ、たま

 

 

　

　

　

　

　 　
　
　　 　

　

　

　

　

　 　

。
使大理
トリ在たしまし

後今ため含
希を進促の係
訪敬表を長市

 

 

　

　

　

　

　 　
　
　　 　

　

　

　

　

　 　

並
町
の
市
ス
ナ
カ

換交見意と）端右（使
臨中山・館使大本日アニアト

並
町
の
市
ス
ナ
ウ
カ

 

 

　

　

　

　

　 　
　
　　 　

　

　

　

　

　 　

使大理

）いさだくし越おへ場会接直（要不込申
室会集階３）内地敷所役所市（館会員職所場演講のんさ

チッビホェチイォヴ・ュシマト…時5～時4後午▷演講のんさ
ァヴエァヴラカ・ヤリユ…時4～時3後午▷㈮日52月９時日

。すまし催開りよに催共のと会
協流交際国津大泉、を会演講のていつに国和共アニアトリるよに
んさァヴエァヴラカ・ヤリユとんさチッビホェチイォヴ・ュシマ
トの中学留に学大の内府阪大、在現、で身出国和共アニアトリ

アニアトリ！うろ知とっも

 

 

　

　

　

　

　 　
　
　　 　

　

　

　

　

　 　

観値価な様多：姿すざめ

 

 

　

　

　

　

　 　
　
　　 　

　

　

　

　

　 　

ちまるきで感共を観

  
　　　　　

　

　 　

　
　 　
　 　　 　
　
　

  
  

　
　

　
　

　

　 　
　

　 　

　
　

 

 

　

　

　

　

　

　

　　　  

ヤヤ 大大ママシシカカタタ北北泉泉泉北タカシマヤ アアェェフフ津津泉泉でで 泉大津フェア 催催開開
れふあに気活
集が業企と人：姿すざめ

店日一がんみづお！すまし張出が館編織

」力魅のUSTOIMUZIniedaM「

開開大泉泉

てに話電へ）1011・392・270
☎（場売服人婦階３ヤマシカタ北泉らか時01前午㈬日03月９込申

会のり織手館編織師講
）円002（費実費料材）約予前事要（人01着先日各員定
分03時３後午～分03時01前午㈪日５、㈯日３、㈭日１月01時日

）間時１約（】作制の」紐田真「験体り織手【

分03時７後午～時01前午㈫日６月01～㈬日03月９時日
】」史歴の物織綿の津大泉「示展ニミ張出【

。すでーナーコ設特横場売品洋人婦階２もれずいは所場
。すまい行を験体り織手の紐田真と示展ニミ、し出び飛を館が館編織

分３約歩徒らか駅丘ヶ泉道鉄速高北泉※
）1011・392・270☎1-3-1台山茶区南市堺（

！ねて来にび遊なんみ☆ないし
けかを声が人の津大泉♪よる
記と長店んみづお＠^^＠すま
一がんみづお、は㈯日３月01

）すまし了終く早もりよ間時店閉は日終最（

）了終時５後午は日終最（

店北泉屋島髙

㈫日６月01～㈬日03月９間期

所場

  
　　　　　

　

　 　

　
　 　
　 　　 　
　
　

  
  

　
　

　
　

　

　 　
　

　 　

　
　

 

 

　

　

　

　

　

　

　　　  

！！催催
ちまるれ

とアデイアりま集

！に長店

嬉とるれくて
きでも影撮念
め務を長店日一

  
　　　　　

　

　 　

　
　 　
　 　　 　
　
　

  
  

　
　

　
　

　

　 　
　

　 　

　
　

 

 

　

　

　

　

　

　

　　　  

児

う

コ設特横場売品洋人婦階２所場）了終時終３後午は
午～時01前午：階５▷）了終時５後午は日終最終（分
前午：階２▷㈫日６月01～㈬日03月９時日

。すまい行を売販直産の品製維繊のどなト
シーエリバなまざまさ、るあで品産場地の市本
直産のどな布毛、トッニ

歳４の園稚幼立公、ともの導指・力協の
しら減を歯しむのちたもど子、はで市

、

クブクブ「防予歯しむ

はこっつおお
ざめをロゼ歯しむ

  
　　　　　

　

　 　

　
　 　
　 　　 　
　
　

  
  

　
　

　
　

　

　 　
　

　 　

　
　

 

 

　

　

　

　

　

　

　　　  

場会催階５・ーナーコ
日終最終（分03時６後午
03時７後午～時01前

ッニ、や布毛のンョシ

。すまき歩を
アロフなんろい
の内店。場登時
随で間の時４後
午らか時11前午
、は長店んみづお！売販直

  
　　　　　

　

　 　

　
　 　
　 　　 　
　
　

  
  

　
　

　
　

　

　 　
　

　 　

　
　

 

 

　

　

　

　

　

　

　　　  

化

」

ッフ「、に象対を児歳５と児
をクスリの歯しむな的来将、

！
戦作大いがう
すまいてしざ

  
　　　　　

　

　 　

　
　 　
　 　　 　
　
　

  
  

　
　

　
　

　

　 　
　

　 　

　
　

 

 

　

　

　

　

　

　

　　　  

すまいてっ行を」業事口洗物化
市津大泉、めたるせさ下低を

  
　　　　　

　

　 　

　
　 　
　 　　 　
　
　

  
  

　
　

　
　

　

　 　
　

　 　

　
　

 

 

　

　

　

　

　

　

　　　  

。す
会師医科歯
も
ど
子
の
所
育
保
多
宇

う
行
を
口
洗
物
化
ッ
フ

  
　　　　　

　

　 　

　
　 　
　 　　 　
　
　

  
  

　
　

　
　

　

　 　
　

　 　

　
　

 

 

　

　

　

　

　

　

　　　  

も

間

どこ合問
もの導指の師
児歳５と児歳
よ月９年今

てえ生
物化ッフ

口洗物化ッフ

  
　　　　　

　

　 　

　
　 　
　 　　 　
　
　

  
  

　
　

　
　

　

　 　
　

　 　

　
　

 

 

　

　

　

　

　

　

　　　  

口

効

窓番３階１所役市（課来未も
実回５はくしも回４に週、とも
にとこるす施実、し大拡に児
、所育保の立公を象対、りよ

くよどほ歯いなも間
がうクブクブので物

口てい用を液口洗物化ッフ、は口

  
　　　　　

　

　 　

　
　 　
　 　　 　
　
　

  
  

　
　

　
　

　

　 　
　

　 　

　
　

 

 

　

　

　

　

　

　

　　　  

ざ

長

め
）

員委
津大泉］説解［

！

口
。すまいてし施実

に所園のれずい。たしまりな
認間民の部一と園もどこ定認

すまき
果効のいが

な故事や響影のこぐすすを口

  
　　　　　

　

　 　

　
　 　
　 　　 　
　
　

  
  

　
　

　
　

　

　 　
　

　 　

　
　

 

 

　

　

　

　

　

　

　　　  

暮

）

ときいきいにかやこすがも誰：姿すざ

・

師医科歯（行吉村西・
会員委討検進推口洗物化ッフ市

ん

師医科歯校学、もていおに
園もどこ定認（園もどこ定認

せまりあくたっま、は告報のど

  
　　　　　

　

　 　

　
　 　
　 　　 　
　
　

  
  

　
　

　
　

　

　 　
　

　 　

　
　

 

 

　

　

　

　

　

　

　　　  

り

。

くづちまるせら暮

医科歯託嘱
４の）るぱ

ん

  
　　　　　

　

　 　

　
　 　
　 　　 　
　
　

  
  

　
　

　
　

　

　 　
　

　 　

　
　

 

 

　

　

　

　

　

　

　　　  

物化ッフがもど
で本日、在現
。すましく強を
の歯てっよにと
口洗物化

  
　　　　　

　

　 　

　
　 　
　 　　 　
　
　

  
  

　
　

　
　

　

　 　
　

　 　

　
　

 

 

　

　

　

　

　

　

　　　  

ど子、がすまいてし施実を口洗物
万001にめたの防予歯しむ、はで
くよどほ歯いなも間てえ生、に特
さ用作をンオイ物化ッフに面表の
口て用液口洗物化、は口

  
　　　　　

　

　 　

　
　 　
　 　　 　
　
　

  
  

　
　

　
　

　

　 　
　

　 　

　
　

 

 

　

　

　

　

　

　

　　　  

歯のけつりかか
待期が果効防予
やきでが歯しむ
の病周歯、たま
な故事や響影

へ体身のもど
子の上以人万
。すまき効く
質の歯、せさ

ぐすす口

  
　　　　　

　

　 　

　
　 　
　 　　 　
　
　

  
  

　
　

　
　

　

　 　
　

　 　

　
　

 

 

　

　

　

　

　

　

　　　  

。いさだく談相ごにどな院医科
行を口洗物化ッフで庭家。すまきで
、もに歯の人大るいてっなくすや
面根歯てっよに縮退の肉歯や行進の

まりあくま、は告報ど

  
　　　　　

　

　 　

　
　 　
　 　　 　
　
　

  
  

　
　

　
　

　

　 　
　

　 　

　
　

 

 

　

　

　

　

　

　

　　　  

、は合場う行
の物化ッフ
、し出露が面

。
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めざす姿：人と企業が集まりアイデアと活気あふれるまち

  

 

 

 

 

  

 

税 務 課
⑤

障がい福祉課
⑨

会計課
①

保 険 年 金 課
⑥

生 活 福 祉 課
⑦

こども未来課
③

人権市民
協 働 課
②

市 民 課
④

高 齢 介 護 課
⑧

相談室

資料コーナー

公衆電話

エレベーターホール

消費生活
センター

市民生活
応援窓口

玄　関

指
定
金
融
機
関

市
民
相
談
室

相
談
室

受
　付

玄
　関

待　合

相談室

101
会議室

EVEV

多目的トイレ

W C

倉庫

●
９
月
27
日
㈰　
「
本
能
寺
の
変
と

四
国
説―

新
出
史
料
『
石
谷
家
文
書
』

の
意
義
」　
藤
田
達
生
氏
（
三
重
大

学
教
育
学
部
教
授
・
学
部
長
、
日
本

史
学
）　
▽
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

（
１
時
開
場
）　
▽
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

昭
和
33
年
愛
媛
県

新
居
浜
市
生
ま
れ
。

愛
媛
大
学
教
育
学

部
卒
。
神
戸
大
学
大
学
院
博
士
課
程

修
了
。
神
戸
大
学
大
学
院
助
手
を
経

て
平
成
５
年
三
重
大
学
教
育
学
部
に

移
り
平
成
15
年
教
授
に
就
任
。
２
年

前
か
ら
教
育
学
部
長
を
務
め
て
い
ま

す
。

　
専
門
は
戦
国
時
代
や
徳
川
時
代
の

政
治
史
。
資
料
の
深
い
読
み
と
優
れ

た
分
析
で
「
学
界
の
常
識
」
に
挑
み
、

研
究
の
議
論
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
本
能
寺
の
変
に
つ
い
て
、

明
智
光
秀
の
単
独
行
動
で
な
く
、
足

利
幕
府
最
後
の
将
軍
で
あ
る
足
利
義

昭
が
黒
幕
だ
っ
た
、
と
の
説
を
発
表

し
て
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
秀
吉
に
つ
い
て
も
、
そ
の
素
顔
は

非
情
な
謀
略
家
で
情
報
操
作
に
た
け

て
い
た
と
、
虚
像
を
は
ぐ
論
を
展
開
。

ま
た
、
生
涯
に
７
度
も
主
君
を
替
え

た
藤
堂
高
虎
に
、
歴
史
小
説
で
「
世

渡
り
上
手
」
と
不
評
の
多
い
中
、「
武

士
は
主
君
一
人
に
尽
く
す
べ
き
と
い

う
考
え
は
江
戸
時
代
の
道
徳
で
、
戦

国
武
将
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
戦

国
時
代
、
将
来
性
の
あ
る
主
君
を
選

ぶ
の
は
当
た
り
前
」
と
強
調
し
、
高

虎
の
多
角
的
能
力
を
評
価
し
ま
し

た
。

　
主
な
著
書
は
『
謎
と
き
本
能
寺
の

変
』、『
江
戸
時
代
の
設
計
者―

異
能

の
武
将
・
藤
堂
高
虎
』、『
秀
吉
神
話

を
く
つ
が
え
す
』、『
信
長
革
命
〜
「
安

土
幕
府
」
の
衝
撃
』、『
天
下
統
一
』

ほ
か
。
テ
レ
ビ
の
出
演
も
多
い
。

　
藤
田
教
授
は
今
回
の
講
演
に
つ
い

て
「
光
秀
は
四
国
統
一
を
図
る
長
宗

我
部
氏
と
信
長
の
間
で
板
ば
さ
み
に

な
っ
て
い
た
。
こ
の
問
題
が
、
本
能

寺
の
変
の
引
き
金
に
な
っ
た
の
は
間

違
い
な
い
し
、
新
史
料
『
石
谷
家
文

書
』
に
よ
っ
て
将
軍
足
利
義
昭
の
関

与
も
、
一
層
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本

能
寺
の
変
を
通
じ
て
最
新
の
信
長
論

を
提
示
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

本能寺の変の謎解明に迫る ! !
四国統治めぐり、光秀板ばさみ

文化薫るまち、いずみおおつ。「泉大津市文化フォーラム」

明智光秀が主君、織田信長を討った「本能寺の変」は、日本史上最大の謎の一つ。
個人的な恨みなど諸説ある理由の中で近年、がぜん注目されているのが、四
国の治め方をめぐる四国の雄･長宗我部元親と信長の対立（板ばさみにあう光
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　市税と国民健康保険料の納付相談窓口をひとつにする
ため、10 月１日㈭から税務課に「徴収対策担当」を設置
します。　問合　税務課（徴収対策担当）、保険年金課
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めざす姿：安全で心やすらぐまちづくり

９月 30 日 救命講習会を開催します

救急車の適正利用にご協力を！

消防署では救命講習会を行っています

その 119 番、本当に緊急ですか？

あなたの大切な人が突然倒れたとき、どうしますか？

平成 26 年中に救急車で搬送した人のうち、　　　　が
診察後、すぐに帰宅できる軽症者でした。

救
命
講
習
会
の
様
子

②と③は受講後、救命講習修了証が発行されます。

【備考】　☆講座申し込み用紙は、市ホームページに掲載しています。　☆受
講資格は、市内在住および在勤・在学の人です。　☆各種団体での申し込み
は消防本部で受け付けています。　☆個人受講を希望する人は、社会福祉協
議会（☎23・1393）へお問い合わせください。  

　私たちは、いつ、どこで、突然のケガや病気におそわれる
かわかりません。このようなとき、救急車が到着するまでに
適切な応急手当を速やかに行えるよう知識と技術を身につけ
ていただくため、「救命講習会」を行っています。消防署の救
急救命士が実際の指導に当たり、実技をまじえ、わかりやす
く学ぶことができます。

　心肺蘇生やＡＥＤの使い方、けがの手当など、応急手当を習得できるよう、救命講習を次のとおり開催します。参
加者には、消防署より「普通救命講習修了証」が発行されます。
［日時］９月 30 日㈬　午後１時 30 分～４時 30 分　　［場所］総合福祉センター　　［対象］市内在住・在勤・在学
の人　　［定員］　先着20人　　［講師］消防本部救急救命士　　［申込］９月７日㈪から社会福祉協議会内・ボランティ
アセンター窓口にて申し込み（電話申し込み不可）　　［問合］ボランティアセンター（☎23・1393）

　８月１日、南公民館駐車場で地域防災訓練を開
催しました。訓練では、バケツリレーや炊出し訓
練、防災グッズ作り、応急手当体験などを実施。
今回の訓練は、楠地区の皆さんや社協、消防、市

がそれぞれ役割を分担しました。
　これは安全・安心なまちづくりを協
働で進める「セーフコミュニティ活動」
に沿ったもので、当日は同時に「くす
のき夏まつり」が開催され、たくさん
の子どもたちや若い世代の皆さんが、
防災を学び、夏祭りを楽しみました。
問合　危機管理課（市役所４階）

【講習は選べる３種類】
①救命実技講習……２時間講習
②普通救命講習Ⅰ…３時間講習
③普通救命講習Ⅱ…４時間講習

救急を簡単に呼ぶ人が増えて救急車の到
着時間が遅くなっています。命にかかわ
る傷病者が 1 秒でも早い救急車の到着を
待っています。ひとりでも多くの命を救
うため、救急車の適正利用にご協力をお
願いします。

地域、消防、行政が一緒に取り組む
いずみおおつの防災訓練

世界基準の安全・安心なまちはみんなでつくる
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幼稚園じまん !
浜 幼 稚 園第4回

連 載

ぼくの！ わたしの！

はまっこは、みんななかよし！
温かい家庭的な幼稚園！

なかよく肩を組んで「はまっこ
ファミリー」のお友だちが集まっ
て相談中！

3，4，5歳児みんなで、ごちそうづくり

おいしい野菜がいっぱい！
地域の皆さんありがとう

▷園児数 58 人（平成 27 年 8月現在）
▷小松町 11－20（☎32・1590）

　浜幼稚園は、3歳児 14名、4歳児 26名、5歳児 18名の
3クラスの温かい家庭的な幼稚園です。
　すべての子どもたちが年齢にかかわりなく一緒に遊ぶこと
ができるので、4 月の入園・進級後、子どもたちはすぐに園
に慣れて、元気いっぱいです。また、一人ひとりの子どもた
ちの思い、気持ちを大切にしてあげることを常に心がけ、子
どもたちの成長を見守っています。
みんな仲良し　「はまっこファミリー」
　３・４・５歳児の異年齢グループ“ はまっこファミリー ”
を通して、３歳児は、４・５歳児に助けてもらいながら、力
を合わせることの大切さがわかる子どもに…。４歳児は、み
んなで力を合わせて最後まで頑張れる、おもいやりのある子
どもに…。５歳児は、自分の役割に責任を持って行動し、人
の気持ちをおもいやることができる子どもに…。育ってくれ
ることを願って活動しています。
花壇に毎年感激します！
　春は見事な花畑に、夏は野菜がいっぱい。きゅうり・なすび・
ピーマン・いんげん…。子どもたちは、好きな野菜を収穫し
て持って帰ります。普段、野菜の食べられない子どもも、園
で取れた野菜は食べることができるそうです。虫にも興味
津々…。花壇に毎年感激できるのも、地域の皆さんのご協力
のおかげです。子どもたちは、地域の皆さんにも見守られ伸
び伸びと育っています。
大きくなあ～れ！！はまっこたち
　体育あそび、英語であそぼう会、折り紙であそぼう会…た
くさんの先生との出会いもあり、いろいろな事をたくさん体
験、経験し、子どもたちは、元気いっぱい・笑顔いっぱい・
心も身体もたくましく育っています。

浜幼稚園データ

新着本や、図書館からのお知らせを掲載します。
図書館だよりWe       books!

● 開館時間 → 午前 9時 30 分～午後 7時
　（土・日曜日、休日は午後 5時まで）

● 問合 → ☎３２・０５６２

● 一目置かれる大和言葉の言いまわし（山岸弘子 ）
　奥ゆかしくやわらかな響きをもつ大和言葉。上
手にイエス・ノーを伝える、かどを立てずに注意
する、嫌味にならずにほめるなど、様々なシチュ
エーションで使うことのできる大和言葉の言いま
わしを紹介。〔一般書〕
● 夢と希望の三陸鉄道（中井精也）
　“ さんてつ ” を応援し続ける鉄道写真家・中井
精也による、三陸鉄道のオフィシャル写真集。東
日本大震災からわずか 5 日後に無料の復興支援列
車を走らせたちいさな鉄道が復旧に向けて奮闘す
る姿を、愛情をこめて写す。〔一般書〕
● たべものくらべっこえほん（高岡昌江）
　キャベツとレタス、みかんとなつみかん、シャー
ベットとアイス、バターとマーガリン…。どこが

どう、違う ? 子どもたちが間違えやすい食品を比
べ、その違いをイラストでくわしく解説。〔児童書〕
● どうぶつえんのみんなの１日（福田豊文）
　もりもり食べて寝てばかりいるジャイアントパ
ンダ、お気に入りの場所でくつろぐライオン、温
泉につかるカピバラ…。動物園の人気者たちの 1
日を、迫力のある写真で紹介。〔児童書〕
● およげないさかな（せな けいこ）　
　うみのそこで、たくさんのさかながうまれたけ
ど、あれ？およげないこがいるよ。「あー、どう
してぼく、およげないんだろ」そんなさかなのこ
が、たどりついたのは…。〔絵本〕
● そらからみると（みねお みつ）　
　南の島のいちょうの木の葉っぱが風に乗って空
を飛んだ。空の旅の始まりだ…。伊豆諸島の新島
から東京のスカイツリーまでの町並みを綿密に描
いた鳥瞰図絵本。〔絵本〕

● 映画会
〔日時〕10 月 3 日㈯　午後 2
時～ 2 時 56 分
〔作品〕「みんなのアイドル　
ベティちゃん　全８話」　
● おはなし会
〔日時〕9 月 19 日㈯　午後３
時～（約 30 分）　※毎月第３
土曜日の午後３時～
● 赤ちゃんのためのおはなし会
〔日時〕10 月 1 日㈭　午前 11
時～（約 60 分）　※毎月第１
木曜日の午前 11 時～
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考
え
よ
う
・
人
権

　9 月になり猛暑を乗り越えたとはいえ、この時期になり
やすいのは夏バテ。「何となくだるくて動くのがしんどい」、
「朝起きられなくて疲れがとれない」など、夏バテのサイ
ンがでていませんか?今回は、夏バテ予防のお話です。
■夏バテになりやすい人
　夏バテの要因としては、胃腸が弱い・血圧が低い・冷
え性などが挙げられますが、その他にもエアコンの普及
に伴って、屋内と屋外の気温差に何度もさらされて自律
神経が乱れて起こる夏バテも多くなりました。また、睡
眠不足や過度なストレスも夏バテを引き起こします。
■夏バテに効く栄養素は?
　夏バテ予防にはビタミン B 群を摂ることです。ビタミ
ン B 群は食べたものをエネルギーに変える役割があり、
ストレスを感じたときやアルコールの分解時にも大量に
消費されます。ビタミン B 群がきちんと摂れていないと、

眠りが浅くなったりだるさを感じたりするようになり、
食欲低下や疲労感の増加などから夏バテにつながるので
す。ビタミン B 群を含む食材は主食と一緒に食べること
がポイントです。ビタミン B 群は水溶性ですから長時間
体内にためることはできません。毎日きちんと食事から
摂ることが必要です。
＊ビタミンB群を含む食品＊
　　　　　　　

　また、不調を感じる前に健康管理として年に一回、健
康診査を受けましょう。
問合　保険年金課（市役所１階５番窓口）

コラム

バ

ビタミン B1  →うなぎ、豚肉、玄米、ナッツ類など
うなぎ、卵、納豆など

牛レバー、鶏レバー、さんま、カキなど
かつお、まぐろ、牛レバー、バナナなど

し
ょ
う
へ
き
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の話題まち Izumiotsu  Town  Topics

saycheese!!

泉大津で起こったさま
ざまなできごとやイベ
ントを、写真とともに
お届けします。­

８月12日、重枝豊英
しげえだ­とよえい

・駐リトアニア特命全権大使が本市
を表敬訪問されました。

現在、本市とリトアニア共和国は経済や文化などさまざ
まな面で交流を深めており、今年７月に着任された重枝大
使は、同国と本市との今後の友好関係の推進について、伊
藤市長と意見交換を行いました。大使は、本市と同国カウ
ナス市との友好都市締結に向けて協力していきたいと述べ
られました。

重枝大使と市長が意見交換
リトアニア特命全権大使が訪問駐

7月28日に、「バリア・ブンタウ省経済セミナー」を開
催しました。このセミナーは、市長が先頭に立って実施す
る「港湾トップセールス」の一環で、両地域の経済発展を
目的としています。講師には、ベトナムからバリア・ブン
タウ省の幹部職員2人とベトナム総領事館商務担当領事を招
き、ベトナム総領事館チャン・ドゥック・ビン総領事にも
ご出席いただく中、経済発展の著しいベトナムの現状と同
省の魅力、同省工業団地についてご講演いただきました。­

「バリア・ブンタウ省経済セミナー」を開催
地域の経済発展を目的に両

平成26年５月４日から平成27年５月３日までに、次
の皆さんが叙勲・大臣表彰・憲法記念日知事表彰を受章
され、市では７月29日に祝賀式典を挙行しました。

受章者祝賀式典を挙行
章おめでとうございます受 【叙勲】●瑞宝双光章 石川勉（森町）、佐藤文夫（旭町）　●瑞宝単光章 大橋

博（助松町）、久宗勇（旭町）、山本泰美（松之浜町）、加藤彰（池浦町）
【大臣表彰】●総務大臣表彰 坪野敏治（条南町）　●法務大臣表彰 寺田紘（虫
取町）　●文部科学大臣表彰 髙山智正（西港町）　●厚生労働大臣表彰 千百松
茅子（上之町）　●環境大臣表彰 山本保志（北豊中町）
【憲法記念日知事表彰】●公共関係功労者 井上準一（板原町）、大橋一功（松之
浜町）、中西公代（末広町）、西鍵利一（清水町）

受章者の皆さん（順不同、敬称略）

「緑のカーテン」に取り組みました
球にやさしい自然のカーテン地

市では、地域環境基金を用いて「緑のカーテン」に取り組みました。緑のカ
ーテンとは、つる性植物（ゴーヤ・アサガオ・へちまなど）をベランダや窓の
外部にはわせて、カーテンのように覆う自然のカーテンです。緑のカーテン
は、葉からの水分の蒸散作用により気化熱が奪われ温度が下がり、葉陰に風を
呼ぶことができるので、室温を２～４℃下げるとも言われています。皆さんも
来年は地球にやさしい緑のカーテンにぜひ取り組んでみてください。

桃山学院大学との連携講座で教育長が教壇に
学で泉大津の魅力を講演大

包括連携協定を締結している桃山学院大学との連携講座、MOMOYAMAエ
クステンション・カレッジ「ヒツジのまちのイメ～ジ－泉大津を体感する－」
が同大で開催され、全６回の講座の最終回となる7月9日は、本市の冨田教育長
が「教育・文化の薫るまちづくり－泉大津市の取組－」をテーマに講演を行い
ました。大学連携や地域連携を活用した学校運営や生涯学習活動など、全国に
先駆けた泉大津の取り組み事例を参加者に紹介しました。

泉穴師神社­平成の大修理見学会
段と異なる文化財の姿に感嘆普

7月20日、第3回泉穴師神社～平成の大修理見学会～を開催しました。平成
26年から始まった修復工事も中盤を迎え、屋根の葺替が完了しました。足場の
上から屋根を見学できる貴重な機会ということで、市内外から70人が見学に訪
れました。社殿の塗替え作業も始まっており、参加者らは、普段とは異なる姿
に興味深く見入っていました。次回、第４回見学会は11月14日㈯を予定して
います。

元気アップサークル勉強会
腔ケアを寸劇で学ぶ口

6月24日、市内の介護予防を目的と
した「元気アップサークル」メンバー
を対象に勉強会を行いました。口をき
れいに保つこと、口周りの筋肉を鍛え
ること、かかりつけ歯科医をもつこと
などの大切さについて、楽しい寸劇を
通して学びました。

非核平和啓発事業を開催
和な世を願って平

8月４日、平和バス見学会に親子13
組が参加し「姫路市平和資料館」を訪
れました。資料館で戦争の悲惨さを感
じるとともに、世界文化遺産である姫
路城と戦争との関係についても学びま
した。また、市役所1階市民ロビーで戦
争や平和に関するパネルを展示し、来
庁者に平和の大切さを啓発しました。

夏休みエコバスツアー
境について社会見学環

７月30日、大阪いずみ市民生活協同
組合と大阪ガスのガス科学館・泉北製造
所へ施設見学に行く「エコバスツアー」
を開催しました。生協では、発泡スチロ
ールなどの中間処理・食品残渣（販売で
きない食品）からの堆肥づくりの見学や
野菜の袋詰めを体験。大阪ガスの施設で
は、地球の環境やエネルギーについて学
びました。（地域環境基金活用事業）

※寸劇は、各種団体からの講座依頼を高齢介護
課で受け付けています。
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Mayor's
Work

７月の主な動き

市長の
う ご き

●７月17日㈮
もしもし新聞の三市一町一言PR

「各市町長が我が街自慢を語りま
す」という特集記事の取材を受
け、伊藤市長は、福祉施策やセー
フコミュニティの取り組みなどを
熱く語りました。

●７月28日㈫
本市の経済発展を目的に開催し

た「バリア・ブンタウ省経済セミ
ナー」（P14）の前に、同省の幹
部職員が市長を表敬訪問し、経済
や観光などについて意見交換を行
いました。

●８日㈫～29日㈫
市議会第３回定例会（市役所５
階）
●10日㈭
高齢者大学閉講式（福祉センタ
ー）
●27日㈰
障がい者レクリエーション大会
（東雲公園）
●28日㈪
第５回セーフコミュニティ推進協
議会（市役所３階）
●30日㈬
▷安全なまちづくり推進協議会
（地域安全センター）
▷タウンミーティング（松之浜長
寿園）
その他、教育・福祉関係会議など
出席（７件）

◆土器講座「弥生土器をつくろう」
日時／9月15日㈫　午前10時〜、午後1時〜　参加費／300g300円〜　申込／9月8日㈫
午前10時から電話予約

◆ガラス玉づくり（毎月実施）
日時／9月27日㈰　午前10時〜、午後1時〜　定員／午前、午後とも先着4人（中学生以上）
参加費／30gまで500円、それ以上は一律600円　申込／9月20日㈰午前10時から電話予約

◆文化財セミナー「科学で復元する弥生の世界！“気候変動と年代測定”」
第2回 日時／9月5日㈯　午後1時30分〜3時30分（受付は午後1時〜）
▷講演「『魏志』倭人伝に記された「倭国大乱」と気候変動」　講師／西川寿勝氏 (大阪
府教育委員会)
▷対談 「古文献の気候変動記事と考古資料・理化学成果との整合」　講師／西川寿勝
氏・奥野美和（泉大津市教育委員会）

◆手織り体験「ウールマフラー」
期間／9月24日㈭、25日㈮、27日㈰、28日㈪　午前10時〜午後３時30分　場所／体験
学習室　定員／各日先着４人　費用／受講料100円、材料費1m1,000円　講師／織編館
手織りボランティアの皆さん　申込／9月1日㈫午前10時から電話で織編館へ

◆織編館ギャラリー　
◇｢勤労青少年ホーム絵画クラブ展」　期間／9月3日㈭〜8日㈫　内容／水彩画・油絵など

を70点展示
◇泉大津市シルバー展

期間／9月11日㈮〜13日㈰　内容／洋画・日本画・書・写真・工芸を約60点展示
◇日本現代美術協会第13回和泉グループ展

期間／9月24日㈭〜29日㈫　内容／油絵・水彩・アクリル・日本画などを約35点展示  

織編館
おり   あむ   かん 蕁 31・4455　薨 31・4457　※水曜休館

開館：午前 10時～午後 5時 ( 入館午後 4時 30分まで )

池上曽根弥生学習館 蕁 20・1841　薨 20・1866　※月曜休館
開館：午前10時～午後5時 (体験は午後4時まで)

９月の主な予定
※(　) 内は場所

                

                 

6
水

0
金

9

休休 休休

休休

休休休休

休休

休休 休休

休休

月 ーダダーンレカの月
7 15141312111019876654321

3928272276252423222221202918171 21
木水火月日土金木祝祝祝日土金木

火月日土金木水火月日土金木水火

01

化 セ ナ 弥 土 講

生村 米
こ い米 ラ

展

座

ブ

講講器土生弥

体 体
展

展

化 ーナミセ財化文

」

り

ーバルシ

ララ
づ

ク米
稲

い
り
だこ

会協術美代現本日
験体り織手験体り織手

り刈稲

ス

「り

ガ

くづ米の村生弥

くづづ玉スラガ

ブラク画絵

日時　11月27日㈮～29日㈰　午前10時～午後5時（27日は午後7時まで）
開催場所　テクスピア大阪１階小ホール　織編館ギャラリーほか　
出品方法　申し込み手続きのあと、所定の日時に出品料 1,000 円を添えて作品を会場
へお持ちください。　
申込方法　11月６日㈮必着で郵送・ファクス・メールにて、①住所、②氏名、③電話番号、
④年齢、⑤部門、⑥題名、⑦大きさを明記のうえ、生涯学習課（市役所3階〒595-8686
生涯学習課・住所記載不要　ファクス 0725-33-0670　メール shiten@city.izumiots 
u.osaka.jp）へ
賞　市長賞 10 万円（全作品より１点）、教育長賞 1 万円（各部門より 1 点）、シープ
の輝き賞（若手作家が対象で受賞者は後日、織編館ギャラリーで作品展示ができます）
※受賞者には11月 26日㈭　午後５時ごろに連絡します。できる限り表彰式にご出席
をお願いします。

第 44回泉大津市展を開催します！
洋 画・日 本 画・写 真・書・陶 芸 を 展 示



子育てしやすいまち泉大津

こども未来課からのお知らせ

子育てしやすいまち泉大津

みんな おいで　いっしょに あそぼ！

子育て応援ひろば
子育てに役立つ情報を掲載しています。

施設名・連絡先 対象年齢 名称定員

パンダ

ももちゃん

ペンギン

りんご

ひよこ

持ち物…着替え･水筒・タオル・健康保険証など各自で必要なもの

戎保育所
☎21-1471
要保育所
☎22-0564
浜保育所
☎33-5432
宇多保育所
☎32-2612
条東保育所
☎21-0221

6組

10組

10組

10組

10組

10組

生後6か月
～1歳半
生後6か月
～1歳半
生後6か月
～1歳半
生後6か月
～1歳半

1歳～ 3歳

0歳～ 1歳半

①10月8日㈭　②10月22日㈭
③11月4日㈬

①10月15日㈭　②10月29日㈭
③11月12日㈭　④12月18日㈮
①10月15日㈭　②10月29日㈭

③11月12日㈭　
①10月23日㈮　②11月27日㈮

③12月18日㈮　
①10月22日㈭　②11月19日㈭

③2月4日㈭　

①10月9日㈮　②10月30日㈮
勤労青少年ホームにて当日午前９時30分から受け付け（事前申込不要）

午前10時～11時

日程 内容
親子で遊ぼう会日程表（後半期）　　　

ふれあい遊び＆フリートーク
クリスマス会

ふれあい遊び＆フリートーク
クリスマス会

①運動会　②つくってあそぼう
③ごっこあそび

ふれあい遊び＆フリートーク

ふれあい遊び＆フリートーク

勤労青少年ホーム
☎こども未来課

事前申込開始日　9月14日㈪～　午前9時～午後5時（土・日曜日、祝日を除く）
直接、希望の保育所に保護者がお越しください。※電話やファクスでの受け付けはしていません。
※各保育所ごと、定員になりしだい、締め切ります。※保育所へは徒歩か自転車でお越しください。
問合　詳しくは、各保育所まで　（勤労青少年ホームの問い合わせはこども未来課まで）

「赤ちゃんがきた！」（愛称 BP) に参加しませんか？
～はじめて子育てするママのためのプログラム～

　初めて赤ちゃんを出産された母親のためのプログラ
ムです。子育ての仲間をつくり、親子の絆を深め、子
育ての知識を学んでいきます。大切な 0 歳時期に必
要なことを、みんなで一緒に学びませんか？親子一緒
に参加してください。
日時　10月 26日㈪・11月２日㈪・９日㈪・16日㈪
いずれも午前10時～正午
場所　地域子育て支援センター子育て支援ルーム
（かみじょう認定こども園内）　駐車場は数台分利用可。
対象　市内在住で初めての子育ての母親と子ども　
（10月26日の時点で月齢が2～5か月）　
定員　15組　　参加費　864円（テキスト代）

内容　赤ちゃんとのふれあいや、少し先を見通した子
育ての知識を学んだり、参加者同士で子育ての喜びや
困りごと、親としての迷いなどを話し合ったりします。
テーマ　▷１回目「新しい出会い」　▷２回目「赤ちゃ
んのいる生活」　▷３回目「赤ちゃんとの接し方」　　
▷４回目「親になること」
持ち物　バスタオル・着替え・オムツ・ミルク（必要時）
その他必要な物（お茶など）
申込・問合　9 月 29 日㈫から月～金曜日の午後 1時
～4時に電話でお申し込みください。
地域子育て支援センター（☎23・0012）へ

参加無料！

受付

午前9時
30分～

※要事前申込

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

おやこ広場・赤ちゃん広場からのお知らせ

赤ちゃんと出かけてみませんか？
おやこ広場　たんぽっぽ

（地域子育て支援センター　☎23・0012）

おやこ広場　らっこクラブ　（くすのき認定こども園内　☎22・0097）
　親子でのんびり、ゆったり過ごせるスペースです。
室内の手作りおもちゃで遊んだり、広い園庭に出て遊
具や砂場で遊んだりできます。手遊びやわらべ歌遊び
など親子でふれあえる遊びの紹介や、絵本の読み聞か
せ、保健師による育児相談、身長・体重測定なども行っ
ています。子育て中の仲間との出会いの場・交流の場
としてもご利用ください。　

　親子でゆったり遊び、子育て仲間の輪を広げませんか。終わりの会の集いでは、絵本の読み聞かせや、わ
らべうたあそびなどの紹介をしています。（時間内であれば、いつ来ていつ帰ってもかまいません）
場所　地域子育て支援センター子育て支援ルーム（かみじょう認定こども園内２階）駐車場は数台利用可
定員　20組　　申込　不要　　※赤ちゃんルームは兄姉の参加はご遠慮ください。　

おやこ広場　ふるーる　（とれぞあ子ども園内　☎33・3003）
　 　普段の広場のほか、予約制のイベントも開催してい

ます。写真は、7 月の日曜日に行ったパパも交えた家
族イベント。家族の素敵な笑顔があふれました。初め
ての人は、まずは毎月行っている年齢ごとの集いに遊
びに来てみてくださいね。9 月は、1 日㈫ちゅーりっ
ぷ広場（１歳児）、2 日㈬ひまわり広場（2 歳児）、9
日㈬たんぽぽ広場＆親子ヨガ（0歳児）を開催します。

27 年度マーヤの赤ちゃん広場　後期会員募集　（アンビー）
　育休中のお母さんが安心して仕事復帰できるよう
に、ベテラン保育士、保健師が遊びの紹介や赤ちゃん
の健やかな成長のお手伝いをします。復職をめざすお
母さん同士、仲間になって悩みや体験談を分かち合い
不安やストレスを解消しましょう。アットホームな赤
ちゃん広場に、ぜひお越しください。
日程・内容　
▷10 月 22 日㈭…認定こども園ってどんなところ　
▷11 月 12 日㈭…絵本で子育て（講師阪上泰子氏）　
▷12 月３日㈭…子どもの食事について（給食試食会）
▷１月28日㈭…育児と仕事について
時間　午後１時～2時30分
場所　アンビー（車での来園はご遠慮ください。）　　　　　

対象　0 歳児のお子さんと保護者（現在育休中もしく
は仕事復帰を考えている人）　
定員　親子10組20人　　
費用　2,000円（会費・保険・教材費）
申込　メールで下記の件名と①～⑤を明記のうえ、
ma-ya@yumeland.or.jpあて送信してください。
【件名】「マーヤの赤ちゃん広場申込」
【本文】①赤ちゃんのお名前（ふりがな）　②生年月日
③性別　④参加する保護者氏名　⑤住所・電話番号
申込締切　９月30日㈬必着
※メールを送信できない人はハガキでお申し込みください。
〒595－0025   泉大津市旭町22ｰ28　
アンビー 子育てサポートセンター 「マーヤ赤ちゃん広場』

おやこ広場　たんぽっぽ おひさま広場（園庭で外遊び） 赤ちゃんルーム
対象　0～就学前対象　　
時間　月～土曜日　
午前9時30分～午後0時30分、　
午後1時～3時

対象　0～就学前対象　　
時間　毎週金曜日　午前9時30分
～午後0時30分、　
毎週土曜日　午後1時～3時

対象　1歳未満児対象　　
毎週月曜日（9月7日・14日・28日）
午前9時 30分～午後0時 30分、
午後1時～3時
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予防接種

発達相談

たまごクラス（両親学級）

※今月都合が悪い場合、来月でも可（予約不要）

10月6日㈫
午後0時45分・1時30分受付
10月6日㈫
午後2時30分～3時受付

10月6日㈫
午後2時30分～4時

9月16日㈬　10月6日㈫
午前10時30分～11時30分
※10月6日㈫
午前10時～10時30分

就学前の乳幼児

Ｈ27年2月生

9月16日㈬
午後2時30分～4時

1か月～8か月未満
の親子

1～3歳の親子

7か月～1歳未満
の親子

場　所　保健センター

場　所　保健センター
10月6日㈫
午後1時30分～3時30分就学前の乳幼児

9月10日㈭
午前11時～正午

　歯磨きを嫌がる、かみ合わせが気になる、歯の磨き方は？など、
　お母さんの悩みや相談に応じます。（虫歯の健診ではありません）
　問　合　地域子育て支援センター （☎23・0012）

地域子育て支援センター
おやこ広場「たんぽっぽ」

Ｈ27年4月生 午後１時15分～１時30分

9月24日㈭
9月29日㈫

Ｈ25年9月生
Ｈ25年3月生

9月28日㈪

市内在住の0歳～就学
前の子どもと保護者

先着10人

場所　保健センター　受付時間　午後0時50分～1時20分。午後2時30
分ごろ終了予定　持物　歯ブラシ・母子健康手帳・お茶（2歳6か月児のみ
52円切手、筆記用具）　※今月都合の悪い場合は来月でも可（予約不要）

9月15日㈫Ｈ24年9月生

7か月児相談
乳幼児育児相談会
（身体計測・相談）

1・2・3のみんなの広場
(親子同士の交流・相談)

赤ちゃん広場
(親子同士の交流・相談)

※タッチケア
(赤ちゃんマッサージ)

ぴよぴよくらぶ
(親子同士の交流・相談)

ほっと一息まんま・食のサロン
（食に関する相談・アドバイス）

2歳児
2歳6か月児

日　　時場　　所 対　象

日　　程対　　象

受付時間対　　象日　　時

日　　時対　　象相  談  名

3歳児

子育てを中心とした、さまざまな相談や健康診査などを実施しています。各種相談・健診の日程

ベビーCooking（離乳食講習会）

よい歯を育てる会（歯科健診）

歯科衛生士さんの歯科相談

育児相談

H27年4月21日～５月10日生

H27年5月11日～5月31日生

9か月～1歳未満

Ｈ24年2月生

9月10日㈭

 9月30日㈬

9月16日㈬

場　所　保健センター　　受付時間　個別に通知します。

10月8日㈭H26年3月 1 日～3月20日生

指定医療機関でお受けください
受診票は4か月児健診時配布乳児後期健診

3歳6か月児健診

4か月児健診

1歳6か月児健診

日　　程健  診  名

乳幼児健診
対　　象

［受付］　▷土曜日…午後 5 時～ 10 時　▷日曜日・祝日、年末年始
（12月 29日～ 1月 3日）…午前9時～午後10時
※正午～午後1時と午後4時～ 5時は受け付け不可
　なお、休日の救急診療は市消防本部（☎21・0119）へ。

■ ヒブ・小児用肺炎球菌・四種混合・MR（麻しん風しん混合ワ
クチン）・水痘・日本脳炎・不活化ポリオ・三種混合・二種混合・
子宮頸がん予防接種
　市内指定医療機関で個別接種。広報いずみおおつ４月号「平
成27年度　母子保健予定表（保存版）」をご覧ください。
※子宮頸がん予防接種は、平成 25 年６月 14 日から、積極的な
接種勧奨を一時中止しています。
■ BCG予防接種
実施日　9月 9日㈬、9月 25日㈮
受付時間　午後１時15分～２時30分
場所　保健センター
対象　生後3か月～1歳未満（標準的な接種期間は生後5～8か月）
　当日は体温を測定し、母子健康手帳と予診票をお持ちくださ
い。予診票は子ども医療証の手続きの際などにお渡しした「予
防接種と子どもの健康」冊子に挟んでいます。母子健康手帳を
お忘れの場合は接種することができません。また、予防接種を
受ける際は、必ず接種後の副反応について理解したうえで、接
種するようにしてください。

10・11月コース受け付け中。お子さん連れの参加はご遠慮ください。

　発達相談員が個別に相談をお受けします（予約制）。

（岸和田市荒木町 1-1-51　☎072・443・5940）

保健センターからのお知らせ (☎33・8181)

泉州北部小児初期救急広域センター
15 歳未満の子どもが休日に病気になったら…
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該もに件要のらちどの金付給のつ2」金付給例特時臨帯世て育子「と」金付給祉福時臨「は度年72成平

いさだく意注ご

）。いさだく用利ごを筒封用信返の封同（。すまきでも請申るよに送郵。いさ下てし請申に目早お
、がすででま）金（日５月２年８２成平、は付受請申。すまいてし付送を書請申らか市はに人るれま込見と者象
対付給れず。すれさ入導、伴れげき引税費消、付給

】

円 児るなと象対の当手童児の分月６年72成平
はと童児象対※

円000,３きつに人１童児象対
額給支◎
者給受

）く除を付給例特（当手童児の分月６年72成平
者象対給支◎

金付給例特時臨帯世て育子【】

000,６きつに人１者象対給支
額給支◎

外象対は人るいてけ受を護保活生や合場のどな族
親養扶の人るれさ税課がが課）割等均（税民市、しだた※

人いな
いてれさ税課が）割等均（税民市の分度年72成平

者象対給支◎
金付給祉福祉時臨【
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市
民
体
育
祭

市
民
体
育
祭
を
開
催
し
ま
す
！

を
開
催
し
ま
す
！

第第
6677
回回

　
い
よ
い
よ
秋
本
番
、
恒
例
の
市
民

体
育
祭
が
古
池
公
園
運
動
場
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
今
年
は
、
雨
天
の
場
合

は
総
合
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、
チ
ー
ム

参
加
種
目
と
一
般
参
加
種
目
の
２
種

類
で
す
。
チ
ー
ム
で
参
加
す
る
場
合

は
、
次
の
要
領
で
事
前
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
・
模
擬

店
・
大
抽
選
会
な
ど
も
予
定
し
て
い

ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
秋
の
一

日
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

市
民
体
育
祭
の
詳
細

日
時　
11
月
8
日
㈰　
午
前
９
時
開

会
（
順
延
な
し
）

場
所　
古
池
公
園
運
動
場(

雨
天
の

場
合
は
総
合
体
育
館
）

チ
ー
ム
参
加
種
目
は
事
前
申
込
を

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
番
号
に
○
印
の
つ
い

て
い
る
種
目
は
、「
チ
ー
ム
参
加
種

目
」
で
す
。
総
合
体
育
館
、
ま
た
は

生
涯
学
習
課
へ
チ
ー
ム
単
位
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
先
着
順
と
な
り

ま
す
。そ
の
他
の
種
目
に
つ
い
て
は
、

当
日
参
加
と
な
り
ま
す
。

募
集
チ
ー
ム　
▽
小
学
生
18
チ
ー
ム

（
１
チ
ー
ム
14
〜
22
人
）　
▽
一
般
10

チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
12
〜
20
人
）

　
各
チ
ー
ム
に
は
、
大
人
の
代
表
者

１
人
）
が
必
要
で
す
。

申
込
期
間　
９
月
１
日
㈫
〜
23
日
㈷

　
な
お
、
競
技
に
参
加
す
る
人
は
、

競
技
の
で
き
る
服
装
お
よ
び
靴
（
ス

パ
イ
ク
は
使
用
禁
止
、
雨
天
の
場
合

は
上
靴
）
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
競
技
中
の
事
故
に
つ
い
て

は
、
応
急
処
置
の
ほ
か
は
責
任
を
負

え
ま
せ
ん
の
で
、
事
故
の
な
い
よ
う

に
事
前
に
準
備
体
操
な
ど
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　
会
場
へ
は
、
徒
歩
ま
た
は
自
転
車

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

備
考　
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合　
総
合
体
育
館
（
☎

33
・
１
２
０
０
）
ま
た
は
生
涯
学
習

課
（
市
役
所
３
階
）
へ

市
民
体
育
祭
を
開
催
し
ま
す
！

第
69
回

チーム参加申込は
９月23日までです！

1 1 . 8
[Sun]
古 池 公 園
運動場にて

■ 平成 27年度　市民体育祭プログラム （○印はチーム参加種目）

開会式・ウォーミングアップ（9：00）
50m競走

一般男女混合綱引（予選）
（上位４チーム決勝へ）

小学生二人三脚リレー（予選）
（各予選上位２チーム決勝へ）

ボール運び競走
小学生山あり谷ありリレー（予選）
（各予選上位２チーム決勝へ）

親子パン食い競走
一般男女混合二人三脚リレー（予選）
（各予選上位２チーム決勝へ）
小学生チームリレー（予選）
（各予選上位２チーム決勝へ）
一般男女混合チームリレー（予選）
（各予選上位２チーム決勝へ）

一般男女混合綱引（ 決勝 )
当てもの競走

小学生山あり谷ありリレー（決勝）
1500ｍ競走

一般男女混合二人三脚リレー（決勝）
あめ食い競走
宝探し

一般男女混合チームリレー（予選）
閉 会 式（14：45）
大抽選会（15：10）

100m競走

小学生チームリレー（決勝）

昼休みイベント　演技プログラム

種目　（　）内は開始時刻No. 参加対象

小学生男女混合（８人）

小学生全学年（男女混合6人）

低学年３人・高学年３人・計６人

一般男女混合（8人） 80人

120人

144人

108人

108人

60人

24人

定員

※11番と12番の間に昼休みと、空手の演武など昼イベントがあります。
※雨天時は少しプログラムを変更して行います。雨天時のプログラムは、市ホームページをご覧ください。

参加者全員（チーム別に整列）
小学１～３年生（男女）

小学４～６年生（男女）…144人
一般男子（中学生を含む）…48人
一般女子（中学生を含む）…48人

女性１人以上含む（12人）

一般・55歳以上の男女 (来賓・役員含 )

幼児と保護者

一般男女混合
（女性１人以上含む６人）

予選勝ち残り４チーム（3位決定戦あり）
小学１～３年生（男女）
予選上位2チーム

一般男女（男15人・女10人）
予選上位2チーム
予選上位2チーム
小学生全学年（男女）

幼児と保護者（保護者同伴）
予選上位2チーム
予選上位2チーム
参加者全員
参加者全員

200人

50人

130組

48人
136人
36人
25人
48人
32人
260人
120組

240人

1
2

3

6

8

13

15

18
19

22
23

4

5

7

9

10

11

14

12

小学生二人三脚リレー（決勝）

36人

16
17

21
20

毎
年
恒
例
の
市
民
体
育
祭
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
チ
ー

ム
参
加
種
目
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
そ
の
他
の
競
技
は
当
日
参
加
が
可
能
で
す
。

雨のときは、
総合体育館で！
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　日常生活の中で運動不足と感じられ
る人、お仕事などで体を動かす機会の
少ない人、ダンスに興味のある人、集
まれ（パパ・ママ、初心者大歓迎）！
　３日間、いろいろなエクササイズで
リフレッシュしませんか？
日時　10月 7日、14日、21日　いず
れも水曜日　午前10時～11時30分
場所　総合体育館 第３体育室
対象　市内在住・在勤・在学の 18 歳
以上の男女（高校生を除く）
定員　30人（先着順）
受講料　600円（全3回分）
申込　9月 11 日㈮から 30 日㈬まで総
合体育館窓口にて受付。定員になりし
だい締め切りますので、受講料をご持
参のうえお申し込みください。（9 月
14日㈪・24日㈭・25日㈮・28日㈪・
29日㈫は休館日）

日時　金曜日（10～ 3 月　全 16 回）
午後 1 時～ 3 時（準備、片付けの時間
を含む）
場所　総合体育館（最終 2 回は、中央
緑地テニスコート）
対象　市内在住・在勤の初心者（協会、
連盟主催の大会などに出場したことの
ない人に限る）

定員　30人（初参加者優先）
受講料　4,600 円　（教材費・保険料含
む）
申込・問合　往復はがきに、教室名・
氏名・電話番号・テニスの経験歴（当
教室の受講回数でも可）を記入のうえ、
9 月 16 日㈬必着で、〒595ー 0013　
宮町２－50　総合体育館へ
　なお、返信用にも住所・氏名を記入
のこと。

　体育あそびをとおして、親子のスキ
ンシップを図りませんか。
日時　金曜日（10～3 月　全 10 回）　
午前10時30分～11時30分
場所　総合体育館
対象　市内在住の３歳児（平成23年 4
月 2 日～平成 24 年４月１日生まれ）、
市内在住の２歳児（平成 24 年 4 月 2
日～平成 25 年 4 月 1 日生まれ）とそ
の保護者
定員　60組（初参加者優先）
　60組を 2クラスに分け、隔週で行い
ます。クラスの希望は受け付けません。
受講料　各2,000円
申込・問合　往復はがきに、教室名・
氏名（ふりがな）・性別・生年月日・電
話番号を記入のうえ、9月 16日㈬必着
で、〒595ー 0013　宮 町 ２－50　総
合体育館へ
　なお、返信用にも住所・氏名を記入
のこと。

　総合体育館では、土曜日の午前中に
小中学生とその保護者を対象に無料開
放を行っています。卓球やバドミント
ンなどができます。道具の貸出しはあ

りません。なお、混雑時は制限させて
いただく場合があります。
9 月の無料開放日　9 月 12 日㈯・26
日㈯　午前9時～正午
　運動できる服装と上靴をお持ちくだ
さい。

～腰痛、肩こり改善に～
　筋肉には骨と骨とをつなぎ、関節を
安定させる役割があります。年齢を重
ねるごとに筋肉は衰え、腰痛や肩こり
の要因となりますが、トレーニングで
筋肉を鍛えることにより、骨を安定さ
せ肩こりや腰痛の予防・改善になりま
す。ぜひ、トレーニングを始めてみま
せんか！
　トレーニング室を利用するには講習
会の受講が必要です。総合体育館では、
次の日程で講習会を開きます。
対象　15 歳以上の人（中学生は不可。
高校生は申し込み時に年齢を証明でき
るものを提示）

定員　6人
講習日の持物　250円（許可証を発行）・
縦 3cm× 横 2cm の顔写真・上靴・運
動のできる服装
申込　9 月 20 日㈰ 午前 10 時から総
合体育館へ（電話不可）
　なお、9 月分も空きがあります。随
時申し込み可能です。

エンジョイ！
スポーツに関する募集やイベントなどのお知らせです。 ( 問合 ) 総合体育館＝☎33・1200

トレーニング室
利用講習会（10月分）

２歳児・３歳児親子ふ
れあいスポーツ教室

硬式テニス教室（後期）
受講者募集

3day教室（3期）
受講者募集！！

日　　時
6日㈫
15 日㈭
21 日㈬
27 日㈫

午後 7時～
午後 3時～
午後 7時～
午後 7時～

8日㈭
18 日㈰
24 日㈯
29 日㈭

午前 10 時～
午前 10 時～
午前 10 時～
午後 3時～

利用講習会 10 月分日程表

9月12日・26日は
体育館無料開放！
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　次の対象者で、希望する人にインフ
ルエンザ予防接種を行います。
接種期間　10 月 1 日㈭～平成 28 年 1
月 30日㈯
対象　①接種日当日 65 歳以上の市民　
②接種日当日 60 歳以上 65 歳未満で以
下に当てはまる市民
▷心臓、腎臓、または、呼吸器の機能に、
自己の身辺の日常生活行動が極度に制
限される程度の障がいを有する人（身
体障がい者手帳1級相当）
▷ヒト免疫不全ウィルスによる免疫の
機能に、日常生活がほとんど不可能な
程度の障がいを有する人（身体障がい
者手帳1級相当）
接種回数　1回
実施医療機関　広報いずみおおつ 4 月
号のとじ込み記事の「平成 27 年度　成
人保健予定表（保存版）」をご覧ください。
持物　医療保険証
接種費用　自己負担金　1,000円
※　生活保護受給者は、接種費用が免
除。（生活福祉課が発行する生活保護受
給証明書を、接種時に医療機関窓口に
提出）
※　市内指定医療機関以外や市外医療
機関での接種は、全額自費となります。
市外の病院・施設に入院・入所等の場合、
保健センターにお問い合わせください。
問合　保健センター

　最近、お茶でむせたり、飲み込みに
くい、食べこぼすなど、お口の機能が
衰えていませんか？
日時　9月 29日㈫　午前9時 30分～正午
場所　浜長寿園（駐車場はありません）

対象者　65歳以上の市民
定員　10人（予約制）
参加費　無料
持物　現在使用中の歯ブラシ、タオル、
必要な方は眼鏡
内容　歯科衛生士による個別相談
▷舌とくちびるの動きや飲み込む力な
どチェック　▷効果的なブラッシング
指導　▷お口の筋力アップ体操の紹介
申込・問合 9 月 11 日㈮より電話または
直接、高齢介護課へ

　椅子に座りながらの簡単な運動で頭
も体もスッキリ！65 歳以上の市民であ
れば、どなたでも参加できます。
日程・場所　
9月 15日㈫…条南長寿園
9月 16日㈬…東助松長寿園
9月 18日㈮…南公民館
9月 18日 ㈮…北豊中長寿園
9月 29日 ㈫…穴師長寿園
時間　午前10時～ 11時 30分
（ただし、北豊中長寿園、穴師長寿園は
午後1時 30分～ 3時）
問合　高齢介護課

▷９月 21 日㈷　濱田歯科医院（旭町
20-5　☎32・0913）　▷22 日㈷　あかさ
き歯科（神明町 3-22　☎21・1909）　▷
23 日㈷　中田歯科医院（曽根町 3-1-7　
☎22・0661）
　受付時間は、各医院とも午前 9 時 30
分～11 時 30 分、午後 1時～4 時で、初
診料が必要です。受診の際は、必ず電
話で確認のうえ、ご来院ください。

日程　9月 18日㈮、10月２日㈮　
時間　午後1時 30分～ 2時 30分
場所　総合福祉センター1階相談室
内容　▷検尿　▷血圧測定 　▷健康に
関する相談
問合　総合福祉センター（☎23・1390）

　女性がん（乳がん・子宮がん）の検
診啓発 PR 活動のチャリティ―イベント
を行います。
日時　10月 18日㈰   午前 11時～午後4時
場所　りんくうタウン駅ビル星の広場
内容　泉大津市少年少女合唱団、なか
よし保育園鼓笛合奏、ハートフルホス
ピタルの演奏、古事記の紙芝居、乳が
んしこりタッチ体験、アロマなどの応
援ブース、児童絵画展など
主催・問合　特定非営利活動法人  ピン
クリボン大阪　理事長　冨尾貴美代
（☎ 090・5463・8954） 

▷風しん抗体検査（要電話予約）
▷肝炎ウイルス検査（要電話予約）
▷エイズ・クラミジア検査と相談
▷こころの健康相談（要電話予約）
▷井戸水など飲料水の水質検査（予約
制・有料）
▷住居衛生相談
▷CD・DVD などの貸し出し（健康づく
りなど）
■精神保健家族教室　（参加無料）
開催日　10月 15日㈭、11月 6日㈮、
12月 3日㈭　
時間　午後2時～ 4時 30分　（11月 6
日㈮は午後4時まで）
場所　和泉保健所（1日だけの参加も可）
対象　統合失調症などのこころの病を
患う人のご家族
申込･問合　10月 8日㈭までに電話で和
泉保健所精神チーム（☎41・1342）へ

健 康 の ペ ー ジ
[ 問合 ]保健センター（☎33・8181）

●泉大津市消防本部　☎21・0119
●泉州北部小児初期救急広域センター　☎072・443・5940
●和泉保健所　☎41・1342
●救急安心センターおおさか　☎＃7119 または 06・6582・7119 

救急、急病などいざというときの連絡先

高齢者インフルエンザ予防
接種について

楽笑会（楽しみながら笑顔に
なれる健康づくりの会）

健康の秘訣はお口の中に！
　～お口から若返り～

ピンクリボン大阪 2015
女性がんの検診啓発

毎週火・金曜日
午前9時～正午
9月15日㈫
午前9時30分～11時

保健センター
一般健康相談
（予約不要）

場　所 日　程相　談

歯科・栄養相談
（予約制）

健康相談のお知らせ 健康・育児などに関する電話
相談も受け付けています。
［日程］月～金曜日（祝日除く）
［時間］午前８時 45 分～午後
５時 15 分

和泉保健所からのお知らせ

9 月の祝日歯科急病診療医院

高齢者健康相談
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今
年
は
、
５
年
に
一
度
の
「
国
勢
調

査
」
の
年
で
す
。

「
国
勢
調
査
」は
、日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
、
10
月
１
日

に
実
施
さ
れ
る
国
の
基
幹
統
計
で
す
。

大
正
９
年
以
来
、
ほ
ぼ
５
年
ご
と
に
行

わ
れ
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
20
回
目
に

あ
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
よ
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
回
答
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

９
月
上
旬
よ
り
、
総
務
大
臣
が
任
命

し
た
調
査
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
回
答
の
手
順
書
な
ど
の
配

布
を
行
い
ま
す
。

回
答
さ
れ
た
内
容
は
、
法
令
に
よ
っ

て
厳
重
に
守
ら
れ
、
他
に
漏
れ
た
り
、

統
計
を
作
成
す
る
目
的
以
外
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安

心
し
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

な
お
、
統
計
調
査
員
は
調
査
員
証
を

携
帯
し
、
腕
章
を
つ
け
て
い
ま
す
。

問
合

国
勢
調
査
泉
大
津
市
実
施
本

部
市
役
所
３
階
（
☎
33
・
７
６
６
７

直
通
）

市
で
は
、
現
在
、
家
屋
の
使
用
状
況

の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
務
所
・
店
舗
な
ど
で
使
用
し
て

い
た
家
屋
を
改
修
工
事
に
よ
り
住
宅

に
変
更
す
る
な
ど
、
家
屋
の
種
類
変
更

を
し
た
場
合
、
１
か
月
以
内
に
法
務
局

（
登
記
所
）
で
建
物
表
題
部
変
更
登
記

を
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ

り
変
更
登
記
（
未
登
記
家
屋
を
含
む
）

が
で
き
な
い
と
き
は
、
税
務
課
固
定
資

産
税
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
の
税
額
に
影
響
が
あ

る
場
合
と
影
響
が
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
確
認
の
た

め
に
家
屋
の
内
部
を
見
せ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

問
合
税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
市
役

所
１
階
７
番
窓
口
）

大
阪
府
行
政
書
士
会
堺
支
部
で
は
、

遺
言
や
相
続
、
内
容
証
明
や
各
種
契
約

書
の
作
成
、
帰
化
申
請
、
建
設
・
産
廃

業
な
ど
の
営
業
許
可
、
会
社
設
立
な
ど

に
つ
い
て
の
相
談
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

日
時

９
月
15
日
㈫
　
午
後
１
時
〜

３
時

場
所
市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

問
合

秘
書
広
報
課
（
市
役
所
４
階
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新

の
お
知
ら
せ

現
在
、
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
10
月
31
日

ま
で
で
す
。
11
月
１
日
か
ら
は
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

な
お
、
10
月
か
ら
行
う
保
険
証
更
新

の
手
続
き
の
方
法
は
、
９
月
下
旬
ま
で

に
、
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

被
保
険
者
の
特
例
給
付
に
つ
い
て

入
院
・
施
設
入
所
や
学
校
の
修
学

な
ど
で
泉
大
津
市
を
転
出
し
た
場
合
、

特
例
で
泉
大
津
市
の
保
険
証
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
特
例
給
付
の
対
象
と
な

る
場
合
は
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
は
転
出
さ
れ
る
人
の
被
保
険

者
証
と
印
か
ん
、
入
所
さ
れ
る
施
設
の

入
所
証
明
や
学
校
の
在
学
証
明
証
（
学

生
証
写
し
で
も
可
）
が
必
要
で
す
。

短
期
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

10
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
の
更
新
を
行
い
ま
す
が
、
特
別
の

事
情
(災
害
・
盗
難
・
疾
病
・
廃
業
な

ど
)も
な
く
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る

場
合
に
は
、
通
常
よ
り
短
い
有
効
期
限

(３
か
月
)の
短
期
被
保
険
者
証
の
交
付

と
な
り
、
最
短
で
３
か
月
ご
と
に
窓
口

で
の
保
険
証
の
更
新
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
の
滞
納
が
続
く
と
、

被
保
険
者
証
を
返
し
て
い
た
だ
き
、
被

保
険
者
資
格
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
被
保
険
者
の
資
格
が
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
だ
け
の
も
の
で
、
医
療

費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
保
険
証
に
つ
い
て

期
限
満
了
後
の
保
険
証
は
、
保
険
年

金
課
ま
で
ご
返
却
く
だ
さ
い
。
返
却
で

き
な
い
場
合
は
、
自
己
責
任
の
も
と
細

か
く
ハ
サ
ミ
で
切
る
な
ど
し
て
破
棄

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
５

番
窓
口
）
へ

10
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
料
の
納
付

相
談
窓
口
が
税
務
課
に
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
相
談
は
、

相
談
者
の
利
便
性
が
向
上
す
る
よ
う
、

市
税
と
相
談
窓
口
を
ひ
と
つ
に
し
て
、

10
月
か
ら
税
務
課
（
徴
収
対
策
担
当
）

が
担
当
と
な
り
ま
す
。
特
別
な
事
情
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
税
務
課
（
徴
収

対
策
担
当
）
の
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

な
お
、
保
険
料
の
賦
課
お
よ
び
減
免

に
つ
い
て
の
ご
質
問
・
ご
相
談
は
、
引

き
続
き
保
険
年
金
課
が
窓
口
で
す
。

問
合
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
５

番
窓
口
）
へ

情
報
か
わ
ら
版

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N! 

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
講
座

な
ど
の
ご
案
内
で
す
。

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N!

市役所
お知らせ

からの

国
勢
調
査
実
施

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す

固
定
資
産
税
に
係
る

家
屋
の
用
途
変
更

９
月
15
日
㈫

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

※H27年8月1日現在 。
( ）は前月比

●総人口
 76,003人 (＋48人)
●女
 39,534人 (＋42人)
●男
 36,469人  (＋6人)
●世帯数
33,634世帯(＋23世帯)
●面積
   13.41㎢   (±0㎢)

住宅用火災警報器の相談は泉大津市消防署へ！
泉大津市消防署予防係（☎21・0119）
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国
民
健
康
保
険
料

納
付
相
談
窓
口
が
変
わ
り
ま
す
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10
月
５
日
は
「
Ｎ
Ｏ
レ
ジ
袋
デ
ー
」

お
づ
み
ん
エ
コ
バ
ッ
グ
を
配
布
し
ま
す

市
で
は
循
環
型
社
会
の
構
築
の
た

め
４
Ｒ
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
４
Ｒ
と

は
リ
フ
ュ
ー
ズ（
Refuse
不
用
な
も

の
を
も
ら
う
こ
と
を
断
る
）、
リ
デ
ュ

ー
ス
（
Reduce
ご
み
を
減
ら
す
）、

リ
ユ
ー
ス
（
Reuse
再
利
用
す
る
）、

リ
サ
イ
ク
ル
（
Recycle
再
資
源
化

す
る
）
の
こ
と
で
す
。

１
番
目
の
「
Ｒ
」
リ
フ
ュ
ー
ズ
の
推

進
の
た
め
、
マ
イ
バ
ッ
グ
促
進
・
レ
ジ

袋
抑
制
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
10
月
５

日
「
Ｎ
Ｏ
レ
ジ
袋
デ
ー
」
に
市
内
の
ス

ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
で
お
買
い
物
を
し

て
い
た
だ
く
と
「
お
づ
み
ん
」
の
エ
コ

バ
ッ
グ
を
先
着
順
で
配
布
し
ま
す
。

お
買
い
物
の
際
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を

持
参
し
て
１
番
目
の
「
Ｒ
」
リ
フ
ュ
ー

ズ
を
ぜ
ひ
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

実
施
日
時

10
月
５
日
㈪
　
▽
ス
ー

パ
ー
　
開
店
時
間
～
　
▽
コ
ン
ビ
ニ

午
前
９
時
～

実
施
場
所

▽
ス
ー
パ
ー

イ
ズ
ミ
ヤ
和
泉
府
中

店
、
オ
ー
ク
ワ
泉
大
津
店
、
近
商
ス
ト

ア
泉
大
津
店
、
ダ
イ
エ
ー
泉
大
津
店
、

は
や
し
泉
大
津
店
、
ま
る
と
く
市
場
北

助
松
店
、
万
代
泉
大
津
条
南
店

▽
コ
ン
ビ
ニ

市
内
（
サ
ー
ク
ル
Ｋ
、

サ
ン
ク
ス
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
デ
イ

リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
、
ロ
ー
ソ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
ス
ト
ア
１

０
０
）
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
高
石
綾
園
７

丁
目
店
※
北
助
松
商
店
街
内

実
施
内
容

各
店
舗
で
お
買
い
物
を

さ
れ
た
人
に
先
着
順
で
、「
お
づ
み
ん

エ
コ
バ
ッ
グ
」
を
配
布
し
ま
す
。
な
く

な
り
次
第
終
了
。
ス
ー
パ
ー
先
着
５
０

０
個
、
コ
ン
ビ
ニ
先
着
80
個

問
合
環
境
課
ク
リ
ー
ン
推
進
係
（
市

役
所
２
階
21
番
窓
口
）

市
で
は
、「
地
球
温
暖
化
­­対
策
の
推

進
に
関
す
る
実
行
計
画
」（
第
４
期
）に

基
づ
き
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

推
進
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
地
球
に

や
さ
し
い
施
策
を
実
施
し
、
平
成
26
年

度
の
実
績
（
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
使
用

量
）
は
上
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し

た
。今

後
も
よ
り
い
っ
そ
う
取
り
組
み

を
推
進
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

も
来
庁
時
や
施
設
を
ご
利
用
の
際
、
ま

た
各
ご
家
庭
な
ど
で
も
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
な
ど
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番
窓

口
）ペ

ッ
ト
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
が

増
え
て
い
ま
す
。
快
適
に
ペ
ッ
ト
と
暮

ら
す
た
め
に
も
愛
情
と
責
任
を
も
っ

て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

犬
を
飼
う
場
合

▽
正
し
く
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。
　
▽
散

歩
時
は
、
リ
ー
ド
を
適
切
な
長
さ
に
保

ち
、
歩
行
者
な
ど
に
不
安
を
与
え
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
　
▽
放
し
飼
い

を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
ふ
ん
・
尿
の
後
始
末
を
き
ち
ん
と

し
ま
し
ょ
う
。
平
成
24
年
４
月
か
ら
条

例
で
ふ
ん
の
放
置
は
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
　
▽
飼
い
犬
登
録
の
届
け
出
を

行
い
、
毎
年
一
回
狂
犬
病
予
防
接
種
を

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
　
▽
繁
殖
を
希

望
し
な
い
場
合
は
、
避
妊
・
去
勢
手
術

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

猫
を
飼
う
場
合

▽
感
染
病
（
皮
膚
炎
な
ど
）
や
交
通
事

故
の
防
止
な
ど
、
猫
の
健
康
と
安
全
の

­­­­­た
め
に
も
、
室
内
で
飼
う
よ
う
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
▽
室
内
で
飼
う
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
に
は
、
避
妊
・
去
勢
手
術

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
▽
隣
近
所
の
迷
惑

と
な
ら
な
い
よ
う
、
野
良
猫
な
ど
に
エ

サ
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

犬
や
猫
以
外
の
動
物
を
飼
う
場
合

も
、
鳴
き
声
や
に
お
い
な
ど
に
注
意

し
、
隣
近
所
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の

マ
ナ
ー
を
ペ
ッ
ト
は
見
て
い
ま
す
。

問
合
環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番
窓

口
）今

年
は
第
２
次
世
界
大
戦
終
結
70

年
・
日
露
戦
争
終
結
１
１
０
年
。
７
月

18
日
、７
月
25
日
に
、織
編
館
で
開
か
れ

た
企
画
展「
戦
争
が
残
し
た
も
の
」に
関

連
し
た
講
演
会
「
戦
争
が
も
た
ら
し
た

も
の
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
桃
山
学
院
大
学
史
料
室
の
西

口
忠
氏
と
玉
置
栄
二
氏
で
、
戦
争
が
市

民
生
活
、宗
教
活
動
、旧
制
中
学
校
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
合

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３
階
）

12
月
20
日
㈰
の
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
鉄
砲
伝
来
と
江
戸
時
代
の
科
学
」
に

併
せ
、
会
場
で
行
う
お
宝
の
無
料
鑑
定

希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

鑑
定
方
法

澤
田
平
講
師
が
「
古
式

銃
、
甲
冑
、
和
時
計
、
か
ら
く
り
」
に

関
し
て
鑑
定
し
ま
す
。

応
募
方
法
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、
鑑
定
品
の
い
わ
れ
、

写
真
(全
体
、
ア
ッ
プ
)を
添
え
て
10
月

26
日
㈪
必
着
で
秘
書
広
報
課
文
化
フ

ォ
ー
ラ
ム
係
（
〒
５
９
５
―
８
６
８

６
、
市
役
所
４
階
）
へ
。
採
用
結
果
は

係
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

問
合

秘
書
広
報
課
（
市
役
所
４
階
）

お
買
い
物
は
マ
イ
バ
ッ
グ
で

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関

す
る
実
行
計
画
の
実
施
状
況

基準年度（H24）
H30年度までの
削減目標

H26年度 実績値
増減（H26－H24）
増減率（H26/H24）

水　　道
19 万 1,416 ㎥
H24実績値より
6.0%削減

18万 2,702 ㎥
▲8,714 ㎥
▲4.6%

ガ　　ス
94 万 3,680 ㎥
H24実績値より
3.0%削減

94万 8,360 ㎥
 4,680 ㎥
0.5%

電　　気
1,002 万 4,447kwh
H24実績値より
6.5%削減

982万 3,344kwh
▲20万 1,103kwh

▲2.0%

■ 平成 26年度 「地球温暖化対策の推進に関する実行計画」の実施状況

※対象施設：市庁舎、各施設（教育施設、保育所を含む）

９
月
20
日
～
26
日
は

「
動
物
愛
護
週
間
」

（「
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

お
づ
ぷ
ら
ざ
（
泉
大
津
市
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
）
で
は
定
期
的
に
井
戸

端
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で

面
識
の
な
か
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
っ

て
、ワ
イ
ワ
イ
、ガ
ヤ
ガ
ヤ
、お
互
い
の

活
動
を
紹
介
し
、
新
し
い
出
会
い
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
団
体
に
入
っ
て
い
な

い
人
も
、
同
じ
思
い
を
抱
い
て
い
る
人

と
出
会
う
チ
ャ
ン
ス
で
す
！
　
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
26
日
㈯
午
後
２
時
～
４

時場
所
　
お
づ
ぷ
ら
ざ
（
旭
町
22
ー
45
）

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
５
階

定
員
先
着
20
人
（
参
加
費
無
料
・
事

前
申
込
要
）

申
込
先
お
づ
ぷ
ら
ざ
（
☎
24
・
９
０

１
６
、
フ
ァ
ク
ス
24
・
９
０
１
７
）

自
殺
で
亡
く
な
る
人
の
数
は
、
全
国

で
年
間
２
万
５
０
０
０
人
前
後
と
な

っ
て
お
り
、
大
阪
府
で
も
約
１
４
０
０

人
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑

に
関
係
し
て
、「
そ
の
多
く
が
追
い
込

ま
れ
た
末
の
死
」で
あ
り
、「
そ
の
多
く

が
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
社
会
的
な
問

題
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る

人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
専
門
の
相
談

機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
身
近
な
人
の
悩
み
に
気
づ
い

た
ら
、温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、悩
み

に
耳
を
傾
け
、
専
門
家
へ
の
相
談
を
す

す
め
、じ
っ
く
り
と
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ

ル
　
☎
０
５
７
０
・
０
６
４
・
５
５

６
　
９
月
１
日
午
前
９
時
30
～
30
日

午
後
５
時
ま
で
は
24
時
間
体
制
で
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
※
一
部
の
Ｉ
Ｐ

電
話
な
ど
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

■
大
阪
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン

タ
ー
（
こ
こ
ろ
の
電
話
相
談
）
　
☎
０

６
・
６
６
０
７
・
８
８
１
４
　
平
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

■
最
寄
り
の
大
阪
府
の
保
健
所
の
精

神
保
健
福
祉
相
談
　
平
日
　
午
前
９

時
～
午
後
５
時
45
分

■
関
西
い
の
ち
の
電
話

☎
０
６
・
６
３
０
９
・
１
１
２
１

24
時
間
、
３
６
５
日

■
大
阪
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
　
☎
０

６
・
６
２
６
０
・
４
３
４
３
　
金
曜

日
　
午
後
１
時
～
日
曜
日
　
午
後
10

（
57
時
間
）

■
こ
こ
ろ
の
救
急
箱
　
☎
０
６
・
６
９

４
２
・
９
０
９
０
　
月
曜
日
　
午
後
８

時
～
火
曜
日
　
午
後
３
時
（
７
時
間
）

■
「
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
」
　
☎

０
１
２
０
・
７
３
８
・
５
５
６
　
毎

月
10
日
　
午
前
８
時
～
翌
日
　
午
前

８
時
（
24
時
間
）

■
大
阪
府
債
務
整
理
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ

ザ
（
借
金
の
悩
み
相
談
室
）
☎
０
６
・

６
２
１
０
・
９
５
１
２
　
平
日
　
午

前
９
時
～
午
後
６
時

■
自
死
遺
族
相
談
（
予
約
制
）

­　
大
切
な
人
を
自
死
（
自
殺
）
で
亡
く

さ
れ
た
人
の
た
め
に
、
来
所
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
大
阪
府
こ
こ
ろ
の
健

康
総
合
セ
ン
タ
ー
の
専
門
相
談
員
が
、

ご
遺
族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
電
話

の
際
に
は
、「
自
死
遺
族
相
談
」と
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

相
続
予
約
・
問
合
　
大
阪
府
こ
こ
ろ

の
健
康
総
合
セ
ン
タ
ー
　
☎
０
６
・

６
６
９
１
・
２
８
１
８
　
平
日
　
午

前
９
時
～
午
後
５
時
45
分

現
在
、
市
で
は
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
取
り
組
み
に
お
い
て
「
自
殺
予
防

対
策
委
員
会
」
を
設
置
し
、
自
殺
を
予

防
す
る
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
合
生
活
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
９

番
窓
口
）

本
運
動
は
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及

を
図
る
た
め
、
毎
年
、
春
と
秋
の
２
回

実
施
さ
れ
て
お
り
、「
子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
」
を
運
動
の
基
本

と
す
る
ほ
か
、「
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事

故
防
止
」「
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底
」「
飲
酒
運
転
の
根

絶
」
を
運
動
重
点
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
９
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬
ま
で

を
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化
月
間

と
し
、
自
転
車
利
用
者
に
対
し
て
、
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
を
呼
び
か
け
、
交
通

事
故
防
止
を
図
り
ま
す
。

秋
の
運
転
者
講
習
会
開
催

運
転
者
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
講
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人

は
、
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

秋
の
運
転
者
講
習
会
日
程
表

▽
９
月
15
日
㈫
…
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▽
16
日
㈬
…
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

▽
17
日
㈭
…
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▽
18
日
㈮
…
上
條
小
学
校
体
育
館

※
午
後
６
時
30
分
か
ら
受
付
・
７
時

開
講

高
齢
者
実
践
・
体
験
型
　
交
通
安
全

教
室
参
加
者
募
集

▽
９
月
21
日
㈷
…
高
石
自
動
車
ス
ク

ー
ル

※
午
前
９
時
か
ら
受
付
（
午
前
９
時
30

分
開
講
）
事
前
予
約
制
の
た
め
、
参
加

希
望
の
人
は
土
木
課
ま
で
ご
連
絡
を
。

問
合

土
木
課
（
市
役
所
２
階
22
番
窓

口
）市

道
助
松
千
原
線
（
助
松
団
地
西
側

交
差
点
）
と
市
道
助
松
式
内
線
（
上
條

小
学
校
西
側
交
差
点
）
の
信
号
機
が
、

歩
車
分
離
信
号
に
変
わ
り
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
た
ち
は
、
歩
行
者

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合

土
木
課
（
市
役
所
２
階
22
窓

口
）外

国
人
登
録
証
明
書
の
次
回
確
認

（
切
替
）
申
請
期
間
の
始
期
が
平
成
27

７
月
８
日
ま
で
の
特
別
永
住
者
の
人

は
、
同
日
を
も
っ
て
証
明
書
の
有
効
期

間
が
満
了
し
て
い
ま
す
。
特
別
永
住
者

証
明
書
へ
の
切
替
手
続
き
が
お
済
み
で

な
い
人
は
、
有
効
期
間
を
確
認
い
た
だ

き
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の
永
住
者
の
人
に
つ

い
て
、
同
日
を
も
っ
て
外
国
人
登
録
証

明
書
の
有
効
期
間
が
満
了
し
て
い
ま

す
。
在
留
カ
ー
ド
へ
の
切
替
手
続
き
が

お
済
み
で
な
い
人
は
入
国
管
理
局
で

お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合

▽
特
別
永
住
者
の
人
…
市
民

課
（
市
役
所
１
階
４
番
窓
口
）
▽
永
住

者
の
人
…
大
阪
入
国
管
理
局
（
☎
０

６
・
４
７
０
３
・
２
１
１
５
　
審
査

管
理
部
門
）

外
国
人
登
録
証
明
書
を
持
つ

特
別
永
住
者
、
永
住
者
の
人
へ

９
月
10
日
～
16
日
は

「
自
殺
予
防
週
間
」

９
月
21
日
～
30
日
は

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

歩
車
分
離
信
号
に

変
わ
り
ま
し
た

上條小

診療所

北助松駅

森郵便局

南海中央線

自動車
教習所 堺

泉
北
有
料
道
路

井
戸
端
会
議
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

戦
争
が
も
た
ら
し
た
も
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

講演会の様子

お
宝
を
鑑
定
し
て
も
ら
い

ま
せ
ん
か
？

〇印の交差点です。
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28

少
年
自
然
の
家
は
自
然
の
大
宝
庫
。

星
空
を
眺
め
な
が
ら
の
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
ク
ラ

フ
ト
作
り
、
大
自
然
の
中
で
作
っ
て
食

べ
る
野
外
炊
飯
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
が
待
っ
て
い
ま
す
。

日
程

10
月
31
日
㈯
～
11
月
１
日
㈰

（
雨
天
決
行
）

場
所
府
立
少
年
自
然
の
家（
貝
塚
市
）

対
象

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
４

～
６
年
生

定
員
30
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
）

参
加
費
６
０
０
０
円
（
宿
泊
費
・
食

費
・
保
険
料
・
交
通
費
な
ど
を
含
む
）

申
込
往
復
は
が
き
に
、
①
参
加
者
氏

名（
ふ
り
が
な
）、②
学
校
名
、③
学
年
、

④
生
年
月
日
、
⑤
性
別
、
⑥
住
所
、
⑦

電
話
番
号
、
⑧
保
護
者
氏
名
を
記
入
の

う
え
、
生
涯
学
習
課
（
〒
５
９
５
ー
８

６
８
６
〈
住
所
記
載
不
要
〉
　
泉
大
津

市
生
涯
学
習
課「
秋
季
キ
ャ
ン
プ
」係
）

へ
※
返
信
用
に
も
住
所
・
氏
名
を
記

入
の
こ
と

締
切
９
月
18
日
㈮
必
着

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
教
育
委
員

会
主
催
の
春
季
キ
ャ
ン
プ
お
よ
び
秋

季
キ
ャ
ン
プ
に
関
し
て
、
①
申
込
期
間

内
に
申
し
込
ん
だ
こ
と
が
あ
る
が
、
両

キ
ャ
ン
プ
と
も
に
参
加
し
た
こ
と
が

な
い
人
、
②
両
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
て
今

回
初
め
て
申
し
込
む
人
、
③
両
キ
ャ
ン

プ
の
ど
ち
ら
か
に
参
加
し
た
こ
と
が

あ
る
人
の
順
に
優
先
し
て
抽
選
し
ま

す
。な
お
、①
お
よ
び
②
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
学
年
の
大
き
な
順
に
優
先

し
ま
す
。
応
募
は
、
は
が
き
１
枚
に
つ

き
１
人
で
す
。

問
合
生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３
階
）

地
域
の
求
職
者
へ
の
情
報
提
供
や

就
労
相
談
を
行
い
、
事
業
所
(企
業
)に

役
立
つ
人
材
を
採
用
す
る
機
会
を
提

供
す
る
「
泉
北
就
職
情
報
フ
ェ
ア
」
へ

の
参
加
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

泉
北
就
職
情
報
フ
ェ
ア
・
合
同
就
職

面
接
会

日
時

11
月
19
日
㈭
　
午
後
１
時
～

４
時
30
分

場
所
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

締
切
　
９
月
30
日
㈬

問
合

地
域
経
済
課
労
働
政
策
担
当

（
☎
23
・
８
６
８
９
）

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪
―
い

ず
み
は
、
地
域
、
海
外
に
お
い
て
奉
仕

活
動
を
行
っ
て
い
る
女
性
だ
け
の
団

体
で
す
。
女
性
と
子
ど
も
た
ち
の
生
活

向
上
を
目
的
と
し
、
泉
大
津
市
へ
は
、

会
の
設
立
以
降
、
25
年
間
に
わ
た
り
市

立
病
院
の
産
科
に
器
具
、
防
犯
青
パ
ト

バ
イ
ク
、
認
定
こ
ど
も
園
に
遊
具
な
ど

を
寄
付
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
テ
ク

ス
ピ
ア
大
阪
で
、年
一
回
大
規
模
な
チ

ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。市

内
在
住
の
女
性
で
、
一
緒
に
活
動

し
て
み
た
い
と
思
わ
れ
ま
し
た
ら
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
・
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪

―
い
ず
み
（
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
４
階

☎
、
フ
ァ
ク
ス
33
・
７
７
３
０
）

※
第
１
、
２
、
３
火
曜
日
午
前
中

■
防
衛
大
学
校
学
生

修
学
年
限
４
年
。
卒
業
後
１
年
で
幹

部
に
任
官
。

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
す
る
高

卒
（
見
込
み
含
む
）
～
21
歳
未
満

受
付
期
間

▽
推
薦
・
総
合
選
抜
…

９
月
５
日
㈯
～
９
日
㈬
　
▽
一
般
前

期
…
９
月
５
日
㈯
～
30
日
㈬
　
▽
一

般
後
期
…
平
成
28
年
１
月
20
日
㈬
～

29
日
㈮

■
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

修
学
年
限
６
年
。
医
師
免
許
取
得
後

幹
部
に
任
官
。

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
す
る
高

卒
（
見
込
み
含
む
）
～
21
歳
未
満

受
付
期
間
９
月
５
日
㈯
～
30
日
㈬

■
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

修
学
年
限
４
年
。
看
護
師
免
許
取
得

後
、
幹
部
に
任
官
。

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
す
る
高

卒
（
見
込
み
含
む
）
～
21
歳
未
満

受
付
期
間
９
月
５
日
㈯
～
30
日
㈬

問
合

自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本
部

岸
和
田
地
域
事
務
所
（
☎
０
７
２
・
４

２
６
・
０
９
０
２
）

市
内
在
住
で
原
則
60
歳
以
上
の
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
、
シ
ル
バ
ー

に
登
録
し
て
就
業
し
ま
せ
ん
か
。
毎
月

入
会
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
９
月
18
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

場
所

市
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
23
・
１
０
０
７
）

日
時

９
月
18
日
㈮
午
後
２
時
～
３

時
（
受
付
開
始
午
後
１
時
30
分
）

場
所
市
立
病
院
７
階
大
会
議
室

内
容

災
害
医
療
に
つ
い
て
～
南
海

ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え
～

講
師

救
急
看
護
認
定
看
護
師
　
望

月
ゆ
み
子
氏
　

問
合
市
立
病
院
総
務
課
（
☎
32
・
５

６
２
２
）

パ
ソ
コ
ン
を
始
め
る
な
ら
今
。
ワ
ー

ド
の
基
礎
を
し
っ
か
り
マ
ス
タ
ー
し

て
、
自
作
の
回
覧
板
や
チ
ラ
シ
な
ど
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

10
月
２
日
・
９
日
・
16
日
・

23
日
・
30
日
・
11
月
６
日
の
い
ず
れ

も
金
曜
日
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所
南
公
民
館

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
先
着
15
人
　

受
講
料
１
５
０
０
円（
教
材
費
含
む
）

持
物
筆
記
用
具

講
師
田
中
孝
子
氏

一
時
保
育

６
か
月
～
就
学
前
の
幼

児
。
先
着
10
人
（
保
育
無
料
）

申
込
・
問
合

９
月
11
日
㈮
午
前
９
時

か
ら
受
講
料
を
添
え
て
本
人
ま
た
は
家

族
が
直
接
南
公
民
館
（
☎
33
・
１
７
６

４
・
フ
ァ
ク
ス
33
・
１
３
０
０
）
へ

申
込
用
紙
は
１
人
１
枚
。
定
員
に
満

た
な
い
場
合
の
み
12
日
㈯
午
前
９
時

か
ら
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
も
受
け
付

け
ま
す
。
な
お
、
申
し
込
み
後
の
キ
ャ

ン
セ
ル
・
欠
席
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

オ
ー
タ
ム
キ
ャ
ン
プ

少
年
自
然
の
家

泉
北
就
職
情
報
フ
ェ
ア

求
人
事
業
所
(企
業
)募
集

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪
ー

い
ず
み
会
員
募
集

自
衛
官
な
ど
募
集

市
立
病
院
市
民
公
開
講
座

「
看
護
師
が
教
え
る
災
害
医
療
」

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
て
就
業
し
ま
せ
ん
か

パ
ソ
コ
ン
講
座
　
ワ
ー
ド
基
礎

(全
６
回
)保
育
付

（「
募
集
」
の
続
き
）

「
国
民
の
保
護
に
関
す
る
基
本
方

針
」並
び
に「
大
阪
府
国
民
保
護
計
画
」

の
変
更
な
ど
を
踏
ま
え
、
泉
大
津
市
国

民
保
護
計
画
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
計
画
変
更

（
案
）
に
対
す
る
ご
意
見
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
９
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

計
画
案
閲
覧
場
所

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１

階
と
４
階
）、
南
・
北
公
民
館
、
図
書

館
、
市
民
会
館
、
危
機
管
理
課
（
市
役

所
４
階
）

提
出
方
法
住
所
、
氏
名
、
ご
意
見
を

記
入
の
う
え
、
危
機
管
理
課
ま
で
持

参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
提
出
（
様
式
不
問
。
電
話
受

け
付
け
不
可
）

宛
先

▽
郵
送
…
５
９
５
ー
８
６
８

６
（
住
所
記
載
不
要
）
危
機
管
理
課

▽
フ
ァ
ク
ス
…
21
・
０
４
１
２
　
▽

メ
ー
ル
…
bousai@
city.izu-

m
iotsu.osaka.jp

い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
の
概
要

と
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
な
ど

に
つ
い
て
は
、
後
日
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
一
定
期
間
公
表
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
意
見
募
集
は
具
体
的
な

意
見
な
ど
の
収
集
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
賛
否
の
結
論
だ
け

を
示
し
た
も
の
や
趣
旨
が
不
明
瞭
な

も
の
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
の
考
え
方

を
示
さ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
個
別
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合

危
機
管
理
課
（
市
役
所
４
階
）

■
正
職
員

▽
診
療
情
報
管
理
士

受
験
資
格

診
療
情
報
管
理
士
の
資

格
を
お
持
ち
の
人
で
、
昭
和
60
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

▽
薬
剤
師

受
験
資
格
　
薬
剤
師
資
格
を
お
持
ち

の
人
、
ま
た
は
平
成
28
年
４
月
ま
で
に

取
得
見
込
み
の
人
で
宿
日
直
勤
務
が

で
き
る
人

▽
看
護
師
・
助
産
師

受
験
資
格
　
資
格
を
お
持
ち
の
人
、
ま

た
は
平
成
28
年
４
月
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
人
で
、
三
交
替
勤
務
ま
た
は
二

交
替
勤
務
の
で
き
る
人

【
共
通
事
項
】
申
込
　
市
立
病
院
総
務

課
で
交
付
す
る
職
員
採
用
試
験
申
込

書
、
資
格
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書

類
の
写
し
な
ど
を
市
立
病
院
総
務
課

へ
提
出
。
詳
細
は
試
験
要
領
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
臨
時
職
員

▽
看
護
師
・
助
産
師

受
験
資
格
　
資
格
を
お
持
ち
の
人
、
ま

た
は
平
成
28
年
４
月
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
人

▽
看
護
助
手

【
共
通
事
項
】申
込
　
履
歴
書
、資
格
免

許
証
の
写
し
な
ど
を
市
立
病
院
総
務

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
　
市
立
病
院
総
務
課
（
☎
32
・
５

６
２
２
）

市
立
病
院
で
は
、
病
院
建
物
に
関
わ

る
維
持
管
理
な
ど
業
務
の
委
託
業
者

を
公
開
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
項
配
付
期
間

９
月
28
日
㈪

～
10
月
９
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
除
く
）

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

配
付
場
所
市
立
病
院
７
階
総
務
課

委
託
対
象
業
務

建
築
・
設
備
保
守

管
理
業
務
、清
掃
業
務
、警
備
業
務
、電

話
交
換
業
務

委
託
契
約
期
間

平
成
28
年
４
月
１

日
か
ら
３
年
間

問
合

市
立
病
院
総
務
課
管
理
係

（
☎
32
・
５
６
２
２
　
フ
ァ
ク
ス
32
・

８
０
５
６
　
Ｅ
メ
ー
ル
som
u@
hosp

-ozu-osaka.jp）

市では、市役所庁内や公民館などの関係施設で事務補助業務をしていた
だける臨時職員（アルバイト）の事前登録を随時募集・受付しています。
登録資格 ①60歳未満の人（定年 60歳）で、パソコン操作のできる人（文
書作成・表計算程度）②地方公務員法第 16条の欠格条項のいずれにも該
当しない人
勤務場所 市役所の庁内または関係施設
任用期間 6 ヶ月以内（更新は 1回のみ可能で、最長で 1年間が限度にな
ります。）
賃金 1 日７時間 45分勤務の場合…日額 6,670 円　1日 7時間 30分勤
務の場合…日額 6,450 円　交通費の支給あり。ただし、市内在住者につい
ては交通費の支給はありません。
勤務時間　市役所庁内…週 38時間 45分　関係施設…週 37時間 30分
社会保険 任用期間に応じて健康保険や厚生年金保険、雇用保険に加入し
ます。
登録方法 一般事務補助臨時職員要員登録申込書（市ホームページからダ
ウンロード可能）または、市販の履歴書に写真を貼り、人事課へ持参または
郵送してください。

なお、市販の履歴書をお使いの場合は、本人希望記入欄などに、土曜・日
曜・祝日の勤務の可否や、夜間勤務（21時まで）の可否を記入してくださ
い。（関係施設の場合は土日祝日や夜間の勤務があります。）
また、市役所庁内勤務となった場合の通勤手段を記入してください。
採用方法 登録後、市役所の内外で臨時職員の採用の必要が生じた場合に、
登録者名簿より選考し、こちらから連絡します。（登録順ではありません。）
その他 臨時職員要員の登録有効期限は登録日より 1年間です。その他雇
用条件の詳細につきましては、市ホームページをご覧いただくか、人事課ま
でお問い合わせください。　問合 人事課（市役所 4階）（内線）2442

一般事務補助臨時職員（アルバイト）要員の登録について

国
民
保
護
計
画
変
更
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
中

市
立
病
院
・
施
設
維
持
管
理

な
ど
業
務
委
託
業
者
の
募
集

市
立
病
院

職
員
募
集
し
ま
す
！

市立病院HPはこちら
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タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

30

自
分
磨
き
を
し
ま
せ
ん
か
？

■
健
康
講
座
「
自
分
の
か
ら
だ
を
知
ろ

う
」

か
ら
だ
年
齢
測
定
と
健
康
講
座
＆
軽

運
動

日
時

９
月
29
日
㈫
・
10
月
28
日

㈬
・
11
月
25
日
㈬
・
１
月
27
日
㈬
・

２
月
24
日
㈬
・
３
月
23
日
㈬
　
６
回

予
定

定
員
　
先
着
20
人

一
時
保
育
　
先
着
３
人
（
９
月
15
日
㈬

ま
で
に
申
し
込
み
）

申
込
　
９
月
９
日
㈬
　
午
前
10
時
～

■
手
話
ダ
ン
ス
講
座
　
初
心
者
編

日
時

10
月
20
日
㈫
・
11
月
17
日

㈫
・
12
月
15
日
㈫
・
２
月
16
日
㈫
・

３
月
15
日
㈫
　
５
回
予
定

定
員
　
先
着
15
人

持
物
　
動
き
や
す
い
上
履
き

一
時
保
育
先
着
３
人
（
９
月
30
日
㈬

ま
で
に
申
し
込
み
）

自
己
表
現
力
を
磨
く
手
づ
く
り
講
座

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
で
秋
の

収
穫
を
祝
う
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
挑
戦

日
時

10
月
２
日
㈮
　
午
後
１
時
30

分
～
（
２
時
間
程
度
）

場
所
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン（
男
女
共
同
参

画
交
流
サ
ロ
ン
）
市
民
会
館
１
階
西
側

定
員
先
着
10
人

材
料
費
２
５
０
０
円
（
お
釣
り
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
）

持
物

ワ
イ
ヤ
ー
切
り
は
さ
み
・
ピ

ン
セ
ッ
ト
・
作
品
持
ち
帰
り
用
の
紙

袋
・
ス
リ
ッ
パ
な
ど
の
上
履
き

一
時
保
育
先
着
３
人
（
９
月
18
日
㈮

ま
で
に
申
し
込
み
）

申
込

９
月
９
日
㈬
午
前
10
時
よ
り

代
金
を
添
え
て
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
へ
。

（
欠
席
の
場
合
は
必
ず
連
絡
し
、
後
日

材
料
を
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
代
金

の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
）

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

「
家
族
写
真
を
素
敵
に
残
し
て
い
く
コ

ツ
を
学
ぶ
」
　

日
時

▽
第
１
回
目
　
10
月
17
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時
▽
第
２
回
目

11
月
７
日
㈯
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

持
物

今
ま
で
撮
っ
た
写
真
を
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
10
枚
以
上
、
自

分
の
カ
メ
ラ
　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
ま

た
は
ス
マ
ホ
で
も
可

募
集
人
数
先
着
20
人

一
時
保
育

先
着
各
日
と
も
５
人

（
９
月
30
日
㈬
ま
で
に
申
し
込
み
）

申
込

９
月
16
日
㈬
　
午
前
10
時
よ

り
電
話
受
付

ど
の
講
座
も
一
時
保
育
対
象
者
は

１
歳
半
以
上
の
未
就
学
児
と
し
、
保
険

料
と
し
て
１
人
に
つ
き
50
円
必
要
で

す
。

※
９
月
は
、
毎
週
日
・
月
曜
日
と
22
日

(祝
)・
23
日
(祝
)が
休
館
で
す
。
に
ん

じ
ん
サ
ロ
ン
（
☎
、
フ
ァ
ク
ス
21
・
６

５
５
５
)

日
時

10
月
23
日
か
ら
毎
週
金
曜
日

午
後
７
時
～
９
時

定
員
先
着
18
人

対
象
市
内
在
住
、
在
勤
の
人

受
講
料

１
０
０
０
円
（
全
12
回
分
）

申
込
・
問
合

９
月
８
日
㈫
午
前
９

時
か
ら
受
講
料
を
添
え
て
本
人
ま
た

は
家
族
が
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎

32
・
６
４
３
２
）
へ

基
本
的
な
あ
い
さ
つ
か
ら
買
い
物

や
道
案
内
な
ど
、
簡
単
な
会
話
ま
で
ネ

イ
テ
ィ
ブ
講
師
と
共
に
楽
し
く
学
習

し
ま
す
。

日
時

９
月
30
日
よ
り
毎
週
水
曜
日

の
午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分
、
ま
た

は
、午
後
６
時
～
７
時
15
分（
全
10
回
）

場
所
泉
大
津
商
工
会
議
所

定
員
申
込
先
着
各
15
人

受
講
料
全
受
講
料
１
万
円
（
全
10
回

分
。
教
材
費
含
む
）

申
込
・
問
合

国
際
文
化
交
流
協
会

（
☎
22
・
０
１
６
８
）

視
覚
と
聴
覚
に
重
複
し
て
障
が
い

の
あ
る
盲
ろ
う
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
移
動
を
支
援
す
る
た
め
に
、

通
訳
・
介
助
を
行
う
「
盲
ろ
う
者
通

訳
・
介
助
者
」
の
養
成
研
修
を
実
施
し

ま
す
。

対
象

▽
点
字
や
手
書
き
文
字
な
ど

の
習
得
意
欲
が
あ
る
人
▽
手
話
の
技

術
が
あ
る
人
。

定
員
先
着
30
人

日
時

11
月
５
日
～
平
成
28
年
１
月

26
日
の
う
ち
19
日
間

場
所

大
阪
府
障
が
い
者
社
会
参
加

促
進
セ
ン
タ
ー
（
最
寄
駅
…
地
下
鉄
谷

町
９
丁
目
駅
）

教
材
費

テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負
担

申
込
・
問
合

受
講
申
込
書
を
10
月

９
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
、
大
阪
障
害

者
自
立
支
援
協
会
ま
で
郵
送
（
大
阪
市

天
王
寺
区
生
玉
前
町
５
番
33
号
）
府
障

が
い
福
祉
室
自
立
支
援
課
　
（
☎
０

６
・
６
９
４
４
・
９
１
７
６
）

パ
ソ
コ
ン
実
務
習
得
科
（
託
児
サ
ー
ビ

ス
付
）

申
込
受
付

９
月
18
日
㈮
～
10
月
13

日
㈫

申
込
資
格

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

登
録
を
し
て
お
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所

長
の
受
講
指
示
、
受
講
推
薦
ま
た
は
支

援
指
示
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

募
集
人
数
　
20
人

選
考
試
験
日

11
月
４
日
㈬
　
個
別

面
接

訓
練
期
間

12
月
１
日
㈫
～
平
成
28

年
１
月
29
日
㈮

訓
練
実
施
校

イ
ン
グ
堺
東
校
　
堺

市
堺
区
北
花
田
口
町
３
ー
１
ー
15

東
洋
ビ
ル
３
階

受
講
料

訓
練
に
必
要
な
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
教
材
費
１
万
円
が
自
己
負
担

申
込
方
法

原
則
と
し
て
居
住
地
を

管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合

大
阪
府
商
工
労
働
部
雇
用
推

進
室
人
材
育
成
課
委
託
訓
練
グ
ル
ー

プ
（
☎
０
６
・
６
２
１
０
・
９
５
３
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
http://w
w
w
.pref.osaka

.jp/nokai/c-kyuusyoku/c300

-bt27.htm
l

日
時

９
月
26
日
㈯
　
午
前
９
時
30

分
～
正
午

場
所
岸
和
田
市
浪
切
ホ
ー
ル

定
員
先
着
30
人
（
予
約
制
）

申
込
・
問
合

相
続
手
続
支
援
セ
ン

タ
ー
南
大
阪
（
☎
０
７
２
・
４
４
７
・

７
９
９
７
）
へ

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
無
料
贈
呈

万
が
一
に
備
え
て
、
伝
え
て
お
き
た

い
事
柄
を
ま
と
め
、
記
入
し
て
お
く

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
を
50
人
に

無
料
贈
呈
し
ま
す
。
９
月
18
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
相
続
手
続
支
援
セ
ン
タ
ー

南
大
阪
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
か
ら
の

お
知
ら
せ

大
人
の
た
め
の
英
会
話
講
座

（
全
10
回
）

英
会
話
教
室

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
者

養
成
研
修
の
受
講
者
募
集

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

書
き
方
セ
ミ
ナ
ー

母
子
家
庭
の
母
な
ど
特
性
に
応

じ
た
職
業
訓
練
の
受
講
生
募
集

（「
学
習
・
講
座
」
の
続
き
）

「
シ
ニ
ア
ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
ッ
プ
事
業
」

60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代
の
学
び

た
い
意
欲
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
本

市
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
プ
ー
ル
学
院

大
学
な
ら
び
に
短
期
大
学
部
、
羽
衣
国

際
大
学
、
桃
山
学
院
大
学
で
実
施
さ
れ

る
社
会
人
向
け
講
座
（
後
期
）
の
募
集

に
合
わ
せ
、
講
座
を
受
講
す
る
人
に
受

講
料
な
ど
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

な
お
、
補
助
金
は
全
行
程
修
了
後
の

証
明
書
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、
講
座
に
よ
っ
て
は
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

対
象
者
60
歳
以
上
の
市
民
の
人
（
昭

和
31
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
）

補
助
対
象
と
な
る
講
座

①
プ
ー
ル
学
院
大
学
な
ら
び
に
短
期

大
学
部
聴
講
生
講
座

②
羽
衣
国
際
大
学
授
業
公
開
講
座

③
羽
衣
国
際
大
学
社
会
人
講
座

④
桃
山
学
院
大
学
社
会
人
聴
講
生
制
度

⑤
桃
山
学
院
大
学
履
修
証
明
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
学
部
開
設
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

※
受
講
申
し
込
み
が
す
で
に
終
了
し

て
い
る
講
座
も
あ
り
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
費
用

受
講
料
、
資
料
代
、
テ
キ
ス
ト
代
の

合
計
の
半
額
（
千
円
未
満
切
捨
、
上
限

１
万
円
）

※
複
数
の
講
座
を
受
講
す
る
場
合
、
補

助
対
象
と
な
る
の
は
１
講
座
の
み
。
ま

た
、
出
席
回
数
が
３
分
の
２
に
満
た
な

い
場
合
は
、補
助
金
を
支
給
し
ま
せ
ん
。

申
請
期
間
　
大
学
へ
受
講
申
し
込
み

後
、
10
月
２
日
㈮
ま
で
に
印
鑑
を
持
参

し
、
企
画
調
整
課
ま
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
企
画
調
整
課
（
市
役
所

４
階
）
へ
　
※
印
鑑
持
参

※
講
座
の
種
類
や
内
容
の
詳
細
は
各

大
学
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
プ
ー
ル
学
院
大
学
な
ら
び
に
短
期

大
学
部
（
☎
０
７
２
・
２
９
２
・
７
２

０
１
）
▽
羽
衣
国
際
大
学
（
☎
０
７

２
・
２
６
５
・
７
０
０
０
）
　
▽
桃
山

学
院
大
学
（
☎
54
・
３
１
３
１
）

泉
大
津
消
費
者
問
題
研
究
会
で
は
、

健
康
食
品
に
関
す
る
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
日
々
の
健
康
維
持
の
た
め
に
食

べ
て
い
る
は
ず
の
健
康
食
品
に
つ
い

て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

日
時

９
月
25
日
㈮
　
午
後
１
時
30

分
～
２
時
30
分

場
所
　
市
役
所
３
階
大
会
議
室

講
師

食
品
保
健
指
導
士
　
坂
口
陽

子
（
日
本
健
康
栄
養
食
品
協
会
）

問
合

秘
書
広
報
課
（
市
役
所
４
階
）

鉛
筆
か
ら
万
年
筆
・
ペ
ン
・
筆
ペ

ン
ま
で
、
日
常
に
役
立
つ
（
名
前
・
の

し
書
き
・
年
賀
状
）
な
ど
基
本
か
ら
書

き
方
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

10
月
２
日
・
９
日
・
16
日
・

23
日
・
30
日
の
い
ず
れ
も
金
曜
日
（
全

５
回
）
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所
北
公
民
館

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
先
着
20
人
　

受
講
料

８
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

持
物

い
つ
も
使
用
し
て
い
る
筆
ペ

ン
・
万
年
筆
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
２
Ｂ

も
し
く
は
３
Ｂ
の
鉛
筆
・
半
紙
・
コ

ピ
ー
用
紙
な
ど

講
師
勝
野
玲
子
氏

一
時
保
育
　
１
歳
～
就
学
前
幼
児
。
先

着
５
人
（
締
め
切
り
は
17
日
）

申
込
・
問
合

９
月
10
日
㈭
午
前
９
時

か
ら
受
講
料
を
添
え
て
、
本
人
ま
た
は

家
族
が
直
接
北
公
民
館
（
☎
23
・
０
５

０
５
、
フ
ァ
ク
ス
23
・
０
５
６
６
）
へ

定
員
に
満
た
な
い
場
合
の
み
、
11
日

㈮
午
前
９
時
か
ら
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

で
も
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
申
し
込
み

後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・
欠
席
は
返
金
で

き
ま
せ
ん
。

絵
本
の
面
白
さ
・
楽
し
さ
を
知
る

た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

９
月
26
日
㈯
　
午
後
１
時
30

分
～
３
時

場
所
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
（
市
民
会
館

１
階
西
側
）

定
員
先
着
20
人（
参
加
料
２
０
０
円
）

一
時
保
育
先
着
10
人
（
保
険
料
含
む

１
０
０
円
）。
９
月
15
日
㈫
締
切
。

講
師

阪
上
泰
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
絵
本
で
子
育
て
」
セ
ン
タ
ー
）

主
催
　
絵
本
の
会
　
ぽ
っ
か
ぽ
か

申
込
・
問
合
岩
出
（
☎
０
９
０
・
１

８
９
１
・
５
３
７
０
）、角
田（
☎
０
９

０
・
６
７
３
５
・
６
６
１
３
）

日
時
10
月
９
日
㈮
・
16
日
㈮
（
全
２

回
）
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

場
所
北
公
民
館

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
先
着
16
人

受
講
料
２
０
０
０
円
（
２
回
分
の
材

料
費
込
み
）

持
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
持
ち

帰
り
容
器
（
ケ
ー
キ
の
箱
な
ど
）

講
師
辻
宣
子
氏

一
時
保
育
１
歳
～
就
学
前
幼
児
。
先

着
５
人
（
締
め
切
り
は
17
日
）

申
込
・
問
合

９
月
11
日
㈮
午
前
９
時

か
ら
受
講
料
を
添
え
て
本
人
ま
た
は
家

族
が
直
接
北
公
民
館
（
☎
23
・
０
５
０

５
、
フ
ァ
ク
ス
23
・
０
５
６
６
）
へ

定
員
に
満
た
な
い
場
合
の
み
、
12
日

㈯
午
前
９
時
か
ら
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

で
も
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
申
し
込
み

後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・
欠
席
は
返
金
で

き
ま
せ
ん
。

大
学
の
社
会
人
講
座
を

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か

消
費
者
啓
発
講
座

「
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
真
実
」

基
本
か
ら
書
き
方
を
学
ぼ
う

（
筆
ペ
ン
・
実
用
ペ
ン
）

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

お
い
し
い
パ
ン
教
室

が
ん
ば
ろ
う
基
金
活
用
事
業

「
大
人
の
た
め
の
絵
本
講
座
」

広告についてのお問い合わせは、合同会社IM総合企画（☎072・242・7997）へ。
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最
近
足
腰
が
弱
っ
て
き
た
と
か
、
閉

じ
こ
も
り
が
ち
だ
と
感
じ
て
い
る
人

や
、
元
気
で
い
る
た
め
に
何
か
始
め
た

い
人
。
介
護
予
防
の
体
操
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
「
ベ
ル
の
つ
ど
い
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
ま
ず
は
見
学
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

月
・
火
・
木
・
金
曜
日
の
い

ず
れ
か
１
日
を
選
択
　
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分

場
所
ベ
ル
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
山
手

側
）

対
象
65
歳
以
上
の
市
民

料
金
３
５
０
円
（
そ
の
他
昼
食
代
な

ど
要
実
費
）

期
間
原
則
１
年
間

問
合
・
申
込

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
ベ
ル
セ
ン
タ
ー
内
）（
☎
21
・
０

２
９
４
）

■
第
３
回
秋
季
文
化
協
会
会
員
作
品
展

洋
画
・
日
本
画
・
書
・
写
真
・
陶

芸
・
彫
刻
の
展
示
を
し
ま
す
。

日
時

９
月
10
日
㈭
～
13
日
㈰
　
午

前
10
時
～
午
後
６
時
（
最
終
日
は
午
後

５
時
ま
で
）

■
晴
雅
彦
コ
ン
サ
ー
ト
vol.7

～
ど
こ
か
で
聴
い
た
名
曲
セ
レ
ク
シ

ョ
ン
～

日
時

９
月
23
日
㈷
　
午
後
２
時
～

４
時
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

定
員
申
込
先
着
１
４
０
人

入
場
料

▽
大
人
　
１
５
０
０
円
（
前

日
ま
で
に
予
約
の
場
合
。
当
日
１
８
０

０
円
）▽
小
学
生
　
７
５
０
円（
前
日
ま

で
に
予
約
の
場
合
。
当
日
９
０
０
円
）

出
演

晴
雅
彦
氏
（
バ
リ
ト
ン
）・
江

口
砂
貴
子
氏
（
ソ
プ
ラ
ノ
）・
岡
本
佐

紀
子
氏
（
ピ
ア
ノ
）

■
第
40
回
あ
す
と
歌
声
サ
ロ
ン

今
回
は
40
回
記
念
「
リ
ク
エ
ス
ト
特

集
」
で
す
♪
　
参
加
の
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
リ
ク
エ
ス
ト
を
中
心
に
お

届
け
し
ま
す
。

日
時

９
月
27
日
㈰

午
後
２
時
～

４
時
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

定
員
申
込
先
着
１
４
０
人

参
加
費

１
０
０
０
円
（
お
茶
付
き
）

※
歌
本
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
お
持
ち

で
な
い
人
は
購
入
を
お
願
い
し
ま
す

（
販
売
価
格
１
０
０
０
円
〈
税
込
〉）

出
演

酒
井
健
太
郎
氏
（
リ
ー
ダ

ー
）・
山
本
汎
昭
氏
（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
）・
松
田
洋
子
氏
（
ピ
ア
ノ
）

■
あ
す
と
絵
本
読
み
語
り
会

親
子
で
絵
本
に
親
し
め
る
、
月
一
回

の
読
み
語
り
会
で
す
。

日
時

９
時
27
日
㈰
　
午
前
11
時
～

11
時
30
分

出
演
あ
す
と
絵
本
の
会
“
し
ぃ
ず
ん

ず
”

■
「
あ
す
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
個
展
を

開
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

絵
画
、
書
道
、
写
真
な
ど
の
個
展
・

展
覧
会
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

利
用
料
　

▽
６
日
間
…
２
万
５
９
２
０
円

▽
２
週
間
…
５
万
１
８
４
０
円

会
議
室
に

１
時
間
　
１
０
８
０
円

土
・
日
・
祝
は
、
１
日
に
つ
き
１
０
８

０
円
（
税
込
）
プ
ラ
ス
さ
れ
ま
す
。

■
貸
室

サ
ー
ク
ル
活
動
、
教
室
、
会
議
に
利

用
で
き
る
貸
室
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
ル
ー
ム
各
部
屋
１
時
間

…
１
０
８
０
円

定
員
Ａ
ル
ー
ム
30
人
、
Ｂ
・
Ｃ
ル
ー

ム
各
60
人

Ｃ
ル
ー
ム
に
は
、鏡
あ
り
。ピ
ア
ノ
、

音
響
も
あ
り
ま
す
（
別
途
料
金
が
必

要
）。１
時
間
単
位
。開
館
時
間
の
み
の

ご
利
用
に
な
り
ま
す
。
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
、
一
日
に
つ
き
１
０
８
０
円
プ

ラ
ス
さ
れ
ま
す
。

■
あ
す
と
ア
カ
デ
ミ
ー
講
座
受
講
生

募
集
中
！

一
人
１
回
限
り
無
料
体
験
可
能
で

す
。
体
験
ご
希
望
の
人
は
必
ず
事
前
に

ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
受
講
料
は

３
か
月
ご
と
に
前
納
制
で
す
。

●
子
ど
も
ア
ー
ト
教
室

日
時

毎
週
火
曜
日
　
午
後
３
時
30

～
５
時
30
分

受
講
料

１
万
６
８
４
８
円
（
12
回
）

講
師
中
村
雅
子
氏
（
現
代
パ
ス
テ
ル

協
会
委
員
）

●
き
も
の
を
楽
し
む
着
付
教
室

日
時

第
２
・
４
水
曜
日
　
午
後
６

時
30
分
～
８
時
30
分

受
講
料
８
４
２
４
円
（
６
回
）

講
師
戎
野
京
子
氏
（
さ
く
ら
え
ん
和

装
着
付
教
室
講
師
）

●
書
道
教
室

日
時

第
２
・
４
水
曜
日
　
午
後
３

時
～
５
時

受
講
料
９
７
２
０
円
（
６
回
）

材
料
費
　
６
７
０
円
（
１
か
月
）

持
物
筆
、
墨
、
半
紙

講
師
山
本
青
杏
氏
（
日
本
書
芸
院
一

科
審
査
員
、書
道
研
究「
自
琢
会
」主
宰
）

●
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ

日
時
　
第
１
火
曜
日
　
午
前
10
時
～

正
午

受
講
料
４
８
６
０
円
（
３
回
）
※
材

料
費
別
途
必
要

講
師
大
橋
知
恵
氏
（
日
本
ヴ
ォ
ー
グ

社
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
パ
ソ
コ
ン
同
好
会
会
員
募
集

シ
ニ
ア
の
人
に
パ
ソ
コ
ン
に
慣
れ

親
し
ん
で
い
た
だ
く
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
て
み
た
い

人
、
50
歳
以
上
の
人
大
歓
迎
で
す
。

日
時

第
２
・
４
土
曜
日
　
午
後
１
時

～
３
時
、
午
後
３
時
30
分
～
５
時
30
分

受
講
料
２
０
０
０
円
（
月
２
回
、
１

回
２
時
間
）

■
実
用
書
道
、
実
用
英
会
話
も
会
員
募

集
し
て
い
ま
す
。

日
時

第
３
・
４
木
曜
日
　
午
前
10

時
～
正
午

受
講
料
１
７
０
０
円
（
月
２
回
、
１

回
２
時
間
）
申
込
・
問
合
市
民
公
益

活
動
団
体
　
お
づ
ね
っ
と
パ
ソ
コ
ン

同
好
会
（
☎
21
・
１
８
０
４
）
へ
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①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
大
津
、
②
泉
大

津
労
働
基
準
監
督
署
は
、
９
月
24
日
㈭

よ
り
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
（
①
２
階
、
②

６
階
）
に
移
転
し
ま
す
。

■
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
大
津
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト

▽
「
マ
ザ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
」
～
ア
ン
ガ

ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
～

日
時

10
月
１
日
㈭
　
午
前
10
時
30

分
～
正
午
、
午
後
２
時
～
３
時
30
分

（
午
前
、
午
後
は
同
じ
内
容
）（
託
児
付

き
）（
予
約
制
）

場
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
大
津

イ

ベ
ン
ト
ル
ー
ム

▽
「
正
社
員
を
対
象
と
し
た
合
同
就
職

説
明
会
」

日
時

10
月
７
日
㈬
　
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

場
所

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
１
階
小
ホ

ー
ル

問
合
・
申
込
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
大

津
　
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
・
企
画
部
門

（
☎
­32
-５
１
８
１
）

国
民
年
金
基
金
は
、
少
し
で
も
ゆ
と

り
の
あ
る
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

国
民
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
）
の
上
乗

せ
と
し
て
給
付
を
す
る
公
的
な
個
人

年
金
制
度
で
す
。

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
国
民
年
金

の
第
１
号
被
保
険
者
で
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
て
い
る
人
お
よ
び
60
歳

以
上
65
歳
未
満
で
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
て
い
る
人
が
加
入
で
き
ま
す
。

掛
金
額
は
一
定
で
、
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
受
け
取
る
年

金
に
も
公
的
年
金
控
除
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

問
合
大
阪
府
国
民
年
金
基
金
（
☎
０

６
・
６
７
７
５
・
５
７
７
５
　
☎
０

１
２
０
・
65
・
４
１
９
２
）

泉
大
津
署
で
は
、
犯
罪
被
害
の
未
然

防
止
や
、
生
活
の
安
全
を
守
る
た
め
な

ど
の
相
談
に
応
じ
る
出
張
警
察
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
　
９
月
７
日
㈪
　
午
後
２
時
～

４
時

場
所
　
市
役
所
１
階
特
設
相
談
窓
口

問
合
泉
大
津
警
察
署
（
☎
23
・
１
２

３
４
）

日
時

９
月
27
日
㈰
　
午
後
２
時
45

分
～
（
午
後
２
時
15
分
開
場
）

会
場
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
要
整
理
券
（
９
月
１
日
㈫
午
前

９
時
か
ら
市
民
会
館
・
生
涯
学
習

課
・
南
公
民
館
・
北
公
民
館
・
図
書

館
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
総
合
体

育
館
・
織
編
館
・
弥
生
学
習
館
で
発

行
）
※
未
就
学
児
入
場
不
可

内
容

▽
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
　
交

響
詩
「
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
」
　
▽
リ
ヒ
ャ

ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
　
フ
ァ
ウ
ス
ト

序
曲
　
な
ど

指
揮
児
玉
宏
氏
（
音
楽
監
督
・
首
席

指
揮
者
）

問
合
市
民
会
館（
☎
21
・
７
０
５
０
）

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
　
「
紀
之

定
淳
規
、
渡
邊
由
美
子
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ

ン
サ
ー
ト
～
薔
薇
の
愛
　
桜
の
恋
～
」

日
時

９
月
５
日
㈯
　
午
後
６
時
～

７
時
30
分

場
所
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

定
員
先
着
１
３
０
人

入
館
料

一
般
４
０
０
円
、
65
歳
以

上
・
高
大
生
３
０
０
円

内
容
『
カ
ル
メ
ン
』
よ
り
「
ジ
プ
シ

ー
の
歌
」（
ビ
ゼ
ー
）、『
蝶
々
夫
人
』よ

り
花
の
二
重
唱
「
桜
の
枝
を
ゆ
さ
ぶ
っ

て
」（
プ
ッ
チ
ー
ニ
）
ほ
か

出
演
紀
之
定
淳
規（
ソ
プ
ラ
ノ
）、渡

邊
由
美
子
（
ア
ル
ト
）、
岩
城
智
由
理

（
ピ
ア
ノ
）

日
時

①
10
月
１
日
㈭
　
午
後
３
時

45
分
～
５
時
…
北
助
松
駅
周
辺
　
②

10
月
３
日
㈯
　
午
前
10
時
～
11
時
30

分
…
泉
大
津
駅
周
辺
　
③
11
月
15
日

㈰
　
午
前
10
時
～
正
午
　
正
午
～
午

後
２
時
…
市
民
会
館
周
辺

申
込

①
・
②
は
９
月
28
日
㈪
ま
で

に
、
③
は
11
月
11
日
㈬
ま
で
に
泉
大
津

地
区
募
金
会
へ
申
し
込
み

問
合

泉
大
津
地
区
募
金
会
事
務
局

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
＝
☎
23
・
１
３

９
３
　
フ
ァ
ク
ス
23
・
１
３
９
４
）

国
土
交
通
省
で
は
、
９
～
11
月
に
か

け
て
、
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
道

路
と
道
路
交
通
の
実
態
を
把
握
し
、
道

路
の
計
画
、
建
設
、
な
ど
に
つ
い
て
基

礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
自

動
車
を
持
つ
人
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト

で
自
動
車
の
利
用
実
態
を
調
査
し
ま

す
。
対
象
者
は
無
作
為
抽
出
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
は
ご
家
庭
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

問
合

国
土
交
通
省
　
近
畿
地
方
整

備
局
　
大
阪
国
道
事
務
所
　
地
域
調

整
課
（
☎
０
６
・
６
９
３
２
・
１
４
２

１
）

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

32

あ
す
と
ホ
ー
ル
（
☎
20
・
６
７

７
８
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

■ホテル日航関西空港と関空展望ホール「Sky­View」
がトリップアドバイザー「エクセレンス認証」を受賞！
ホテル日航関西空港と関空展望ホール「SkyView」

が、トリップアドバイザーの「Certificate­ of
Excellence（エクセレンス認証）」を受賞しました。「エ
クセレンス認証」は、トリップアドバイザーの旅行者か
ら一貫して高い評価を獲得している宿泊施設、観光名
所、およびレストランに与えられるもので、ホテル日航
関西空港は5年連続の受賞となり、「殿堂入り」に認定
されました。また、関空展望ホール「SkyView」は過去
にトリップアドバイザーの「行ってよかった­日本の展
望スポット2013」に選ばれており、エクセレンス認証
は今回が初めての受賞となります。
問合 関空展望ホール「SkyView」（☎072・455・
2082）

関 空 ニ ュ ー ス

弥
生
文
化
博
物
館
（
☎
46
・

２
１
６
２
）
の
お
知
ら
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
大
津

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

９
月
７
日
㈪

出
張
警
察
相
談
を
開
催

「
国
民
年
金
基
金
」
の
ご
案
内

介
護
予
防
事
業
「
つ
ど
い
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

大
阪
交
響
楽
団

無
料
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル

赤
い
羽
根
共
同
募
金

街
頭
募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢

調
査
の
お
知
ら
せ

広告についてのお問い合わせは、合同会社IM総合企画（☎072・242・7997）へ。

「広報いずみおおつ」広告募集（有料）
　「広報いずみおおつ」では、毎月広告を掲載しています。
これは、市内産業の振興を図り、良質な商品やサービスなど
に関する情報を提供するために行うものです。皆さんのご理
解とご協力をお願いします。
　掲載を希望される事業者は、下記広告代理店までお問い合

わせください。
○広告サイズ…幅 183mm×高さ 49mm（2色刷り）
○広告掲載料…下記広告代理店へお問い合わせください。
※広告掲載基準により取り扱いができないものがあります。

申込・問合　　合同会社 IM総合企画　☎072・242・7997　FAX 072・296・7375



(｢そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

日
時

10
月
18
日
㈰
　
午
後
１
時
30

分
～
４
時
（
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ

来
て
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

場
所
浪
切
ホ
ー
ル
（
岸
和
田
市
）

内
容

里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
人

の
質
問
・
疑
問
に
個
別
応
対

問
合

岸
和
田
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
(里
親
担
当
☎
０
７
２
・
４
４
５
・

３
９
７
７
）

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
高

齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権
あ
ん
し
ん

相
談
の
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
９
月
７
日
㈪
～
13
日
㈰

時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

（
た
だ
し
、
９
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
は

午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

内
容
い
じ
め
、
い
や
が
ら
せ
、
虐
待

な
ど
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
人
権
問

題相
談
電
話

☎
０
５
７
０
・
０
０

３
・
１
１
０
(相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
)

問
合
大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部
（
☎

０
６
・
６
９
４
２
・
９
４
９
６
）

９
月
上
旬
か
ら
事
業
所
名
簿
作
成

の
た
め
、
厚
生
労
働
省
が
指
定
し
た
調

査
区
内
の
全
事
業
所
に
知
事
が
任
命

し
た
統
計
調
査
員
が
訪
問
し
、
常
用
労

働
者
数
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

問
合
　
厚
生
労
働
省
・
大
阪
府
総
務

部
統
計
課
（
☎
０
６
・
６
２
１
０
・
９

２
０
０
）

日
時
・
場
所

▽
９
月
６
日
㈰
…
午

前
10
時
～
午
後
４
時
（
正
午
～
午
後
１

時
は
休
憩
）・
泉
大
津
郵
便
局
　
▽
９

日
㈬
…
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30

分
・
大
津
神
社

問
合
献
血
推
進
協
議
会
（
☎
23
・
１

３
９
３
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
７
月
１
日
～
31
日
取
り
扱
い
分
）

◇
１
１
５
円
　
東
原
口
哲
弥

◇
１
０
０
０
円
　
吉
田
千
代
子

◇
２
０
０
０
円
　
菊
地
正
代

◇
３
０
０
０
円
　
Ｓ

◇
５
万
円
　
泉
大
津
市
卓
球
連
盟

（
敬
称
略
）
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タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●固定資産税・都市計画税…第 3期分
●国民健康保険料
　　 ( 普通徴収 )…………………9月分
●後期高齢者医療保険料
　　 ( 普通徴収 )…………………9月分
●介護保険料 (普通徴収 )………9月分

▽
ふ
と
思
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す
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リ
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て
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。
い
い
思
い
出
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す
。
あ
～
懐
か
し
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…
       （
松
）

▽
昨
日
ま
で
暑
い
暑
い
と
言
っ
て
い

た
か
と
思
っ
た
ら
今
日
は
な
ん
だ
か

肌
寒
い
…
夏
か
ら
秋
へ
の
変
わ
り
目

っ
て
な
ん
で
こ
ん
な
に
急
な
ん
で
し

ょ
う
。
体
調
管
理
に
は
気
を
つ
け
な

く
っ
ち
ゃ
。
万
全
の
態
勢
で
、
さ
あ

カ
モ
ン
！
　
食
欲
の
秋
！
    （
小
）

▽
地
域
の
み
ん
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で
、
認
知
症
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や
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族
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温
か
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認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
。
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ん
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り
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係
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０
０
人
越
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こ
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り
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（
大
）

編集後記

障がい者団体やボランティア団体な
どで組織する泉大津市ふれあいキャン
ペーン実行委員会では、障がいのある
人もない人も、一緒に楽しめるレクリ
エーション大会を開催します。

模擬店や当日参加もできる軽運動会
も行いますので、お気軽にご来場くだ
さい。
日時 ９月27日㈰（雨天中止の場合、
順延なし）
場所 東雲公園（市役所東側）
内容 ▷前半…グラウンド・ゴルフ大
会（10時開会予定）▷後半…軽運動会
（午後１時開会予定）
問合 障がい福祉課（市役所１階10番
窓口）

緑化ボランティア協議会は、市内の

公園などで緑化・美化活動を行う市民
団体です。今年も下記のイベントを開
催します。また、コスモスや葉ボタン
の苗の無料配布も行います。
■第３回花と緑を楽しむ市民の集い
日時 ９月27日㈰　午前10時～正午
（雨天決行）
場所 東雲公園
内容 ▷オープニング演奏・いずみ太
鼓「皷聖泉」（午前9時30分開演）▷
ガーデニング・コンクールの審査発
表・表彰（午前10時開式）▷コスモス
と葉ボタンの苗の配布（200人）
申込 環境課みどり推進係２階　21番
窓口（９月１日㈫～９月25日㈮、土・
日曜日、祝日を除く）または、下記緑
化ボランティア協議会役員に電話連絡
してください。

苗の配布は事前に申し込まれた人か
ら優先して、当日現地で行います。
注意 ▷駐車場は市役所駐車場（有
料）、自転車は市役所自転車置き場へ
お願いします。▷小学３年生以下は保
護者（20歳以上）同伴。
■第8回緑化ボランティア協議会活動
写真展
期間　10月13日㈫～20日㈫（土・日
曜日を除く）
場所 市役所１階エントランスホール
内容 ▷緑化ボランティア協議会所属
団体の活動報告▷ガーデニング・コン

クール表彰作品紹介
問合 緑化ボランティア協議会　
（樽井☎090・2010・8859、平松
☎090・1967・3036、吉田☎090・
3623・2142、池野☎090・3863・
0394）

総合福祉センターでは、福祉ふれあ
いまつりで開催される「ふれあいカラ
オケ大会」の出場者を募集していま
す。
日時 10月17日㈯　午前10時30分～
午後3時30分
場所 総合福祉センター４階大広間
募集人数 先着15人
参加資格 市内在住の人
内容 １人１曲（２コーラス）
申込・問合 9月7日㈪～9月18日㈮に
事務局へ直接お申し込ください。（電
話申し込み不可）ふれあいまつり実行
委員会事務局（市立総合福祉センター
内、☎23・1390）

情報

Ivent  Information

障がい者
レクリエーション大会㈰

72/9

花と緑を楽しむ
市民の集い㈰

72/9

ふれあいカラオケ大会
出場者募集㈯
71/01

ご家庭で使った水が、水みらいセン
ター（下水処理場）でどのようにして
きれいになるか、水みらいセンターの
内部がどうなっているか、楽しく体験
してみませんか。
日時 10月17日㈯　午前10時～午後
０時30分ごろ（小雨決行）
場所 南部水みらいセンター（泉南市
りんくう南浜）
定員 大人と子どもあわせて100人程
度（小学生以下は保護者同伴。大人の
みの参加も歓迎）
内容 チリメンモンスター、水処理見
学、下水道の話など
応募期間 ９月１日㈫～24日㈭　午後
５時まで（応募多数時は抽選）
申込・問合 はがき、ファクスまたは
メールで、代表者の氏名・郵便番号・
住所・電話番号・参加人数（大人と子
どもの内訳。子どもは学年も）を記入
のうえ、〒597ー0095　貝塚市港25
番地　大阪府南部流域下水道事務所
「フェスティバル参加」係へ。ファク
ス072・438・8237　メールnambu
gesui-g22@sbox.pref.osaka.lg.jp
へ。結果は、応募者全員にはがきで10
月初旬に発送予定
問合 府南部流域下水道事務所　企画
グループ（☎072・438・7406）

パナソニックオリジナルのハイブリ
ッドカーを手作りしながら、エコにつ
いて楽しく学べます。完成したハイブ
リッドカーは、平らな道では太陽電
池、上り坂では乾電池を使って走らせ
ることができます。

日時 11月15日(日)　午後０時30分
～２時
場所 クリーンセンター４階ホール
対象 小学校4～6年生（子ども１人に
つき保護者１人）
定員 20組40人（応募多数時は抽
選）
応募方法 はがきにて事前申し込み。
はがきの裏には「ハイブリッドカーを
作ろう」への参加希望と明記し、子ど
もの氏名、年齢、学年、また保護者の
氏名、郵便番号、住所、電話番号も記
入
応募期間 ９月１日～30日（消印有
効）※当選者のみ、10月中旬までにこ
ちらからご連絡します。
問合 泉北環境整備施設組合　環境部
資源循環型社会推進課計画調査係（〒
594ー0001　大阪府和泉市舞町87番
地、☎・41・2030）

泉州下水道
フェスティバル2015㈯
71/01

ハイブリッドカーを
作ってみませんか㈰
51/11
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域
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催
し
ま
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